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第I

節
問
題
の
所
在

 

■
:

'
第
二
節
中
独
に
お
け
る
都
市
、
小
都
市
'
市
場
町
の
成
立 

第
三
節
中
世
後
期
、
近
世
初
頭
の
農
村
的
小
都
市
、
市
場
.町
成
立
の
基
本
条
件
㈠

(

以
上
本
誌
三
月
号)

.

第
四
節
：
中
世
後
期
、
近
世
初
頭
の
農
村
的
小
都
市
、
市
場
'町
成
立
の
基
本
条
件«

(

本
号)

,

第
五
節
農
村
的
小
都
市
の
化
石
化
現
象
，(
以
下
本
誌
十
月
号
の
予
定)  

•

\

——

領
邦
体
制
下
の
構
造
停
滞
型
農
村
都
市——

.

第
六
節
農
村
的
小
都
市
の
：化
石
化
現
象
の
原
因
究
明：  

- 

結
語
に
か
え
て一

. 

ノ

■

 

.

 

.

:

第
四
節
.

中
世
後
期
、
近
世
初
頭
の
農
村
的
小
都
市
、
\
市
場
町
成
立
の
基
本
条
件
«

:

•

 

.

.

.

.

.

.

.

さ
て
市
場
関
係
が
中
世
的
な
都
市
と
農
村
の
枠
を
こ
え
て
農
村
内
部
に
広
く
成
立
す
る
に
は
、，
員
#

*
同
体
内
部
で
の
：自
営
農
民
の
前
進
と
共 

に
、
社
会
的
分
業
の
農
村
内
部
に
向
0

で
の
、
多
様
な
展
開
が
必
要
条
件
で
あ
る
じ
と
は
、
'先
に
あt

た
グ
ラ
ッ
：ド
マ
ン
.や
ゥ
ヱ
ー
パ
ー
が
既
に 

指
摘
し
て
い
：る
と
こ
ろ
.
で
.あ
る
。
.特
に
後
者
は
東
ド
‘

ツ
と
西
ド
イ
ツ
の
市
場
構
造
.の
相
異(
西
ド
イ
ツ
市
場
構
造
の
.集
約
性
に
現
わ
れ
た)

の
原
因

を
、
農
業
制
度
の
相
異
と
共
に
自
然
条
件
の
局
地
的
多
様
性
£
論
く
社
会
的
分
業
の
地
域
的
、'
局
地
的
多
檄
性
の
如
何
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
ゥ 

ヱ
ー
バ
ー
は
こ
の
場
合
、
彼
の
い
わ
ゆ
る#
_
の̂
集
^

«
及
び
集
落
間
の
商
ロ
^
夂
換pu
gブ
Q
PJ
:
1̂
a
^
g
t
a
u
s
c
h 

innerhalb' u
n
d

 

zwischen 

den 

kleinsten 

0
1
1
3
0
1
^
1
6
1
1

の
基
盤
と
1.
^:
、
西
南
ド
ィ
ッ
に
お
け
る
平
野
、
谷
間
、
盆
地
の
.混

在durcheinander l
i
e
s
n
,

に

端

的

.に

示

さ

れ

る
 

気
候
そ
の
他
の
自
然
的
生
産
条
件
の.小
地
域
内
で
：の
多
様
性
を
指
摘
す
る
。
，そ
：れ
は
決
し
.て
直
接
忙
自
然
条
件
を
指
示
す
る
の
で
は
な
む
し

' 

.

.

.

-

.

 

Y 

)

i

 

i

f

 
i

.

 

>

ろ
そ
の
条
件
の
上
に
現
実
に
展
開
す
る
社
会
的
分
業
の
多
様
性
を
主
張

.し
て
い
.る
の
で
あ
る
。
そ
し
で
こ'0
.よ
う
な
社
会
的
分
寒
の
展
開
は
、
す 

で
に
そ
れ
自
身
農
業
制
度
の
相
異
と
い
ぬ
第
：一
条
件
を
も
内
包
し
て
，い
る
の

〈

で
：あ
っ
て
> 
そ
れ
故
ゥ
' ェ
r
バ

ー

自

身

「

物

理

的

、

.化

学

的

な

土

壌
 

の
性
質
の
自
然
的
相
異
や
、
種
々
の
種
族
の
相
異
な
る
経
済
的
才
能
で
は
な
く
て
、

.歴
史
的
基
^'
っ：

け
^'
も
っ
^
!済
阶
s'
^'das: geschichtliche 

begrlindete WMSChafiKche. 

M
m
e
u
.
〗'

が
.農
民
的
農
業
の
相
異
る
結
果
を
決
定
ず
る

」

：
と
い
う
の
で
あ』

^
こ̂
め
よ
う
な
，
よ
り
集
約
的
な
局 

地
的
商
品
交
換der intensive.

o:rtliche

. 

H
a
u
d
e
l
s
v
e
r
k
e
h
r

を
現
実
化
す
る
社
会
的
分
業..

Q

小
地
域
内
：で
の
多
様
な
展
開
を
、
私
は
.局
地
間
分 

業
と
名
付
け
た
.い
。
:c
l
の
場
合
局
地
と
は
'
社
会
的
分
業
が
中
世
的
な
都
市
と
農
村.■の
分
業
関
係
.を
：こ
え
^
、'
:農
村
内
部
：に
進
展
す
る
と
い
う
意 

味
で
あ
々
、
間
と
は
そ
の
よ
う.な
農
村
內
部
に
展
開
す
る
社
会
的
分
業
が
、
個
々
の
：農
村
共
同
体
内
部
で
の
自
給
自
足
的
な
.分
業
の
み
で
は
な
く 

て
、
む
し
ろ
ダ
ラ
ダ
ド.マ
ゾ
や
ゥH.

丨
バ
！
の
い
う
よ
う
に
、
自
然
条
件
の'地
域
内
：に
お
け
る
多
様
敝
に
支
え6
れ

た

農

村

.即

士

の

間

の

產

業

活
 

動
の
専
門
化
パ
分
業
関
係
ズ
と
し
て
鹿
開
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
广
元
来
ビ

：̂-
^

に
自
給
自
足
的
な
都
市
と
農
村
の
間
の
分
業
閨
係
、：
市
場
関
係
論
自
体
が
？
：
ベ
ロ
ゥ

.フ
へ
。ァ
ヶ
、
ラ
ォ
ル
：メ
 
：|
ル
等
に
知
っ
て
修
正
さ
れ
、：
中
世

都

市

の

分

業

、

市

場

関

係

は

一

定

の

地

域

内

の

殳

員

、

市

場

関

係

.の
一
：：環

と

し

て

と

ら

え

：ら

る

ベ

き

と

'と
が

近

来

認

識

さ

れ

て

き

て

^

^

0こ
れ

■...「

■ 

. 

.

.
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が

い

わ

ゆ

る

首

都

市

場

圏m
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n

 .
m
a
r
k
e
t

 a
r
e
a

と

か

経

済

的

地

方

.

圏
：：die 

e
k
o
n
o
m
l
s
c
h
e

 L
a
n
d
s
c
l
i

锋

わ

れ

る

も

の

で

、

特

に 

ベ

.ロ
ゥ

と

へ

フ

ォ

ル

メ

ー

ー

ル

は

古

典

的

中

世

都

市

に

つ

い

て

宥

カ

都

市

の

歳

市J
a
h
m
a
r
k
t
,

へ
M

i

を

中

心

と

す

る

中

小

都

市

群

の

市

場

圏

を

指 

摘

し

、
：
都

市

と

農

#
:の
間

の

分

業

、

市

場

関

係

も

こ

0
市

場

圏

，に

％

づ

て

補

完

さ

れ

て

い

る

と

.し

.て

へ

中

世

都

市

的

市

場

体

制

が

、

こ
の
よ 

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ツ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
に
つ
い
て
㈡

.

.
' 

.

.
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四
五
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ニ
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第 八 表

歳 HJ
教会祭日の 教舍祭日の酒小売禁制：

定期的®小売 
…般的販売権

Kirch- sp ielや....' Kirmesの用 
語 の あ る もの

大中都Tfj 小都市 市場町 農村
酒小売權

小都击 市場町 農 村

6 9 1 54 3
_ 1 ; ；11 3 2

m 7|j 週 市 へ.'.の 過 渡 的 市 場 : そ の 他

大屮部
市 小都市 布坶町 農村

自山なパン焼 
〃 醸造 " 販売 

よそ者も自出

自中:な

if

パ*，焼
醸造
販売

居酒屋中 
心の幅広 
い販売

居酒屋で 
の酒小売 fij

分業だ 
け示す..'もの:.

その他売 
買示す■

5 5 2 5 16 25
. ,

8 25 : : 5..ハ： 6 19
Jacob Grimm, Weisthiimer, 〜B«d. 6,.1840〜18紐

:
:驚
泠

に

あ
;<
ま
で
由
世
都
市
を
媒-^
者
ど
子
る
地
域
的
分
茱̂

'^
.つ
.て
個
々
、
^

:

:

—

、
；，.：業

を

相

互

に

結

合

さ

せ

：

^

た̂
の
^
対
&
ぐ
*
村

內
»;
か

ち

；自

生

的

：に

成

立

1>
:て 

.

.. 

市

場

.#
制

は

.直
接
農
杖
內
部
#
.成
立
.ゼ
て
く
.る
：
，社

：ム
^

 ̂

つ 

成
。

て

、
'
.こ
と
に
新
じ
い
：地
方
的
若
し
く
は
地
域
的
市
場
圈
が
戚
立
す
る
と
と
$
な
る
の
で
：あ
る
。
こ
の 

り

：種
.の
ー
市
場
圈
、：：わ
け
：て
も
極
め
て
集
約
的
な
地
域
的
市
場
圈
こ
ぞ
、
タ
エ
丨
バ
ー
が
：局
地
的
貨
幣
経 

:
95
7::

済

d
i
e

o:rtliche'.Geldwirtschaft

と
表
現
し
.、Y

塞

久

雄

氏

が

：
局

地

磐

場

圏

と

規

定

す

る

と

こ
 

^

,ろ
の
も
の
で(

あ
る
。、
^
れ
は
実
際
に
.：は
旧
い
首
都
市
場
圏
と
重
な
り
合
つ
，て
存
在
ず
る
の
で
あ
る
か

U 

■

c h
d

r

ら

そ

の

識

別

は

員

し

い

。

し
か
し
ヾ
農
村
内
部
か
ら
自
生
的
に
：成
立
，し
て

く

る
市
場
的
定
住
自
体 

-

r-
N

が
、
：
か
か
る
新
た
众
地
方
的
若
し
く
は
地
域
的
市
場
圏
の
：
5

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
つ 

.
n i
s

c

て

西

ト

ィ

ッ
全
体
に
つ
ぃ
て
、ク

リ

ム

の
判
告
蚩
日
、琴

の
，示
.す
農
村
市
場
に
.お
い
.て
も

第 

m e
c

h

八
^

の
ょ
ぅ
に
«

じ

い
地
方
的
市
場
.
のしての歳市
の比童が予想
外に大き

.
い
こ
と
が 

f o
t

.

:
判
る

V
'

こ
の
こ
：と
は
ま
た
ラ
ィ
ン
-

ラ
ン
.
ド
、
''
3
 

(

第
&

)

シ

 ̂

.

.

.

ュ

ヒ

ー

ス

-の

皇

帝

文

書

研

究

に

ょ

つ

r
も
確
かめ

；.

ぅ
る
と
こ
ろ
で
^
^

)

。
>-
■」

の
よ
ぅ
な
歳
市
5
存
，
£

.r

I

は
'.
一.
面
に
お
い
；て
ダ
ラ
：ッ
ド
マ
ン.
の
い
ぅ
ょ
ぅ
に
新
し
い
地
域
市
場
圏
の
'首
都
市
場
圏
と
の
重
な 

e,
u

;り
令
V
の
証
拠
で
も
あ.
る

が(
中
世
都
市
的
な
歳
市
I
 
メ
ッ
セ
# -
制
へ
の..
組
み
入
れ
！)

、
他
1|
に
々
、
 

_

て
は
->
!:
れ
ら
農
村
都
市
、
市
場
町
の..
地
域
内
結
合
の.
強

さ

：を

も

示

し

て

い

.
る

の

で

I
.

奶

。
さ
ら
に
、

e
.

I

,'
い
わ
ゆ
る
農
村
の
行
商
人H

i
i
e
r
e
r
,
H
6
c
k
e
r

の
.活
躍
は
、
歳
市
：の
示
す
市
場
圏
ょ
り
狭
い
、

rr 

:

し
レ
丸
域
的
市
變
圈
の
存
在
を
ょ
り
明
確
に
示
^

て
い
1̂
:'
0

北
部
ザ
ク
セ
：
ン
の
人
ロ
3:
'

百
\

十
四
、

第 九 表

Hessen
都市の、、へ_ 
前提定住

数 週 市 歳 市

農 村 23 17 44
城 と 農 村 24 19 64
荘園庁ど農村 3 2 8
城と.渓谷集落 6 6 15
• 城 28 12 84

莊 園 庁 2 0 8
...教会.，修 道 院 5 1 17
新 設 3 0 8
不 明 1 0 2

計 95 57 250

Rheinland
都市の_、、 、ヽ 
前提定住

数 遇 市 歳 市

農 村 . 13 13 27
城 ど 農 村 1 0 2
荘園庁と農村 2 0 1

坡 - 2 0 7
莊 園 庁 ： 1 ' 0 1
教 会 4 3 13

.V .計'.::. 23 16 51
-

の
農
和
^

綴
雜
1

業
都
布
ビ
タ
ー
フ
エ
.
ル
'ト
で
は 

n

|

パ

十

六

世

紀

当

時

行

商

人一

人
、.
同
じ
く
人
口
千
四 

UC
1

.

十
八
人
の
ア
イ
レ
ン
ブ
.ル
ク
で
は
、
行
商
人
実
に

I

良
.

七
.人

(

そ
水
以
外
に
小
売
商
人
八
人)

の
存
在
が
確 

■S t

作
.
.

I
.

り

-
Ir

,dt
■s
e
'

ta 

ey
s 

K

es

R 

1
.

‘(

注
1 3)

認

さ

れ
.;
T
.い
：る
し
、：
.エ
ル
.
.
ッ

山

地

地

帶

で

も

攪

乱
 

者

S
t
6
h
r
e
r

縄
張
り
荒
しP

f
u
s
c
h
e
r

、

，
買

占

人
 

A
u
f
k

p:u
f
e
r

等
と
非
難
さ
れ
る
同
種
の
商
人
、；̂
、

(

注
1 4)

様
，々
の
法
令
、
苦
情
書
.に
あ
ら
わ
れ
、
千
五
百
五

- 

丨

丨

. 

'年
の
ラ
'イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
行
商
人
条
例
で
は
は
っ
き 

り

と

「

よ
そ
者
の
農
民
の
行
商
人」

ベ
の
.禁
令
を
う
ち
■

し
て
*

^

。
. 

.

( -

さ
て
こ
の
よ
う
办
農
村
都
市
ノ
市
場
町
を
相
運
に
結
び
つ
け
、
且
つ
こ
れ
ち
の
市
場
的
定
住
の
発
生
契
機
と
な
る
局
地
間
分
業
と
は
、
ど 

の
よ
う
な
% *

の
で
あ
ろ
う
か
。
‘そ
れ
は
ま
ず
中
世
的
な
首
都
市
場
圈
と
重
欢
り

合
う
よ
う
な
み
な
り

広
い
地
方
的
.な
範
囲
に
お
け
る
地
域
的
専
業 

化
を
意
味
す
る
：の
:'
*

あ
っ
そ
ぐ
A
 

ン
が
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
.
い
る
。
そ
れ
.に
よ
れ
ば
大
ま
. 

か
に
：い
っ
て
主
截
生
産
を
始
め
と
：す
る
純
農
業
生
^
麗

、デ
娥
維
エ
案
支
中
心
と
す
名
消
勢
財
生
產
地
帯
ゾ
紙
山
業
-で̂ 

生
產
財
生
座
她
帯
の
地
方
内
に
，凇
け
る
、へ
し
か
も
農
村
内
部
で
の
特
化
と
い
.う

こ

と

に
奴
认C

具
体
的
^

は
純
農
業
地
帯
内
部
で
も
主
穀
：生
産
以 

外
に
^

|

1
を
始
め
ー
.ホ
ッ
プ
: '
^

物
：
、
：
.
'-
-
:牧
廣
、ぃ
野
菜
類
. «

の
商
品
作
物
必 

(

麻
、
'
羊
毛) 

.
等
も
^

^

れ

る

こ
: ^

が
あ
り
、
バ
消
費
財
生
泰
地
.帯
ゃ
：寫
隹
財
座
產
地
帯
に
^

ゃ
; ^

も
前
記
の
原
料
_

產
ゃ
そ
：の
加
ェ
_

の
歡
化
は
勿
論
::
'

こ
I

と 

並
ん
^

主
穀
坐
産
そ
の
弛
も
行
本
水
石
し
、
^

ら
に
生
.產
財
生
産
地
帯
^

^

近
做
初
頭
中
部
ド
ィ
ッ
の
.農
村
都
市
、
市
場
町
に
つ
い
.て
；

0
：

四

七

(

七
三
一)
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地
.

帯
別
；の
；这
分
ゆ
か
决
り
廣
宜
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
：い
':
'.0

土
も
か
:<
.農
村
内
部
か
ら
自
生
的
な
市
場
関
係 

.

地
間
吩
業
と
：は
、
差
し
当
り
、
:-
•

.

よ
：う
な
地
方
德
囲
に
お
け
る
.

地
域
的
特
化
.

：

(

産
業
め
分
散
化)

.

と
し
て
あ
ら
わ
れ
、:

'

発
生
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
軸
産
業
を
農
村
内
部
.

に
泡
す
こ
と
と
な
る
。
，

^

補
完
.

の
摘
_

に
立
つ
と
.

と
に
よ
っ
そ
''

ル
世
的
な
再
生
産
圏
を
こ
え̂

新
た
な
再
生
産
顆
犯
.

能
之
す
る
め
：で
あ

品
生
産
化
の
根
跑
地
：な
：の
で
あ
：る
。：
そ
^

て
；こ
の̂

う
众
新
し
：い
地
方
的
乾
し
く
は
地
域
的
1

^

產
圈
の
発
生
は
、
グ
ラ
ッ
ド
マ
ン
み
い
う
よ
う 

に
、：：地
域
内
の
経
済
的
豊
か
さ
の
.

増
進
に
よ
る
新
た
^

社
会
的
需
要
の
.

増
大
：に
よ
る
.

の
で
あ
る
。：，

(

わ
ゆ

(

注17)

.-.

..
 

. 

.
■
:
.'

る
民
富
に
基
く
太
衆
的
需
要
の
前
進
で
あ
^

；そ
:̂

て
.

そ
れ
故
.

に
農
村
内
部
で
の
相
互
交
換
の
.

可
能
性
が
：う
ま
れ
る
：の
.

で
あ
る
が
：

•I
.

.

.

.

.

.••

. 

■'
 

.

.

. 

. 

•

.

. 

.

.

か
に
封
建
的
小
農
民
の
相
対
的
_

5:

化
と
小
商
品
生
產
者
化
の
結
東
ヤ
あ
：る
。
：
'

.

,

.'
'

ぺ

ニ
^
^
^

.

.

 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

 

. 

-

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•

:

:

▲

、
ザ
ク
セ
ン
私
つ
い
て
み
れ
ば
"

純
*

業
地
帯
は
北
部
、''
北
東
部
、
中
部
の一

:

部
で
あ
ら
て
.(

第
.

一
因
参
照)

、
.マ
イ
セ
ン
や
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ

. 

(

注
8

)

.

.
、

.
近

辺
.
に

^

け

，
る*

業

生

産

物

■
の

商

品

化

.

.の

.
前

進

は

こ
.
.の)

こ

と

，
を

示

し

て

い

る

。

.

：

_
特

_
に

.
ラ

イ

。
フ' 7

.

.

.
'
ィ

ヒ〉

の

千

.
五

百

五

年

の

行

商

人

条

^

は

，
.
よ

そ

考

の. 

農

民

や

行

滴

人

が

直

囊

村

ヤ

バ

：
タ

ー

、

チ

ー

：
ズ

、

卵

そ

の

他

：
：
ー

般

：
の

% '

め

を

買

入

れ

て

：
い

る

事

実

を

議

し

、

こ

：
れ

が

,

フ

：
イ

プ

'
:
ッ

ィ

ヒ

の

市

に

■
.

(

生 
9
.

)

:

損
害
を
も
た
ら
.
す
と
い
う
理
由
で
禁
止
■

さ
れ
て
い
る
。
こ
：の
他
こ
の
種
，の
穀
物
取
引
や
遽
が
近
世
初
頭
；に
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
ラ
ン
ト
議̂

め
諸
種
の
禁
令
に
明
ら
が
で
あ
.
り
、.:
.

十
七
世
紀
に
は
：遂
に
穀
物
、
家
畜
；'
バ
タ
：丨
、
チ
卜
ズ
な
ど
め
商
品
は
秣
織
物
ァ
羊
毛
へ
寐
糸
と
共
に
こ
れ 

.

•'
^

「

農
村
に
お
い
て
あ
る
隣
人
が
他
の
'
,隣
人
.

に
、
あ
る
い
：は
他
の
.

村
に
販
売
、
交
換
、
掛
売
し
、i

た

.を

課

す

と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
.な

農

産

物

の
® ；
品
化

は

、

_

ら
が
に
.ザ
ク
セ
ン
地
方
に
.お
：け
る
他
の
生

産
也
帯
に
お
け
る
大 

量
の
霈
要
に
支
え
ら
れ
；て
お
り
、
：千
六
言
ー
+

1

年
の
ラ
ン
ト
：議
会
：の
訓
令
に
も
食
料
品
、
；、ー 

れ
、.
.領
外
へ
の
連
び
出
し
.と
共
に
、
領
内
で
.も
贩
売
さ
れ
_て
い
.る
と
指
摘
さ
.れ
て
い
2,
2

。
尤

も
-
の
薷
要
の
中
に
は
^
 

た
エ
ル
ッ
山
地
の
鉱
山
業
に
従
事
す
る
大
量
の
産
業
努
働
者
の
需
要
が
含
ま
れ
て
お
る
が
ノ
こ
の
鉱
山
業
の
多
く
は
前
期
的
商
業
’

高
利
貸
^
本
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の
支
払
手
段
、_
交
換
手
段
と
し
て
の
銀
生
産
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
農
業
と
鉱
山
*

の
間
の
分
業
は
、.
我5

.

の
局
地
間
分
業
と
は
い 

い
難
い
面
を
か
な
り
含
ん
.で
い
る
。.：

と
も
かV

他
：の
生
读
地
域
と
の
.間
の
、
農
村
内
部
の
分
業
は
十
五
、
六
世
紀
に
か
な
り
み
ら
れ
：办
の
で
あ
っ 

て
.

こ
..の
こ
と
.は
テ
ユ
丨
リ
.ン
.ケ
.
ン
.北
部
の
主
穀
生
產
地
帯
と
南
部
森
林
地
帯
.(

金
属
エ
篆
、.
.鉱
山
業)

.
/と
の
間
に
も
み
ら
れ
る
と
キ
.
ユ
.丨
ス
は
.■い 

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
局
地
間
分
業
の 

一
ii
と
し
て
•の
農
業
^

^
の
前
進
こ
そ
、、
マ

イ

セ

ン

以
北
の
中
部
ザ
ク
セ
ン
や
、

い
わ
ゆ
る
北
西
ザ
ク 

セ

ゾ
の
大
部
分
の
地
域
に
お
い
て
も
農
村
小
都
市
を
か
な
り
発
生
せ
し
め
.だ
現
実
的
契
機
.で
あ
ろ
う
こ
と
，は
推
測
，に
難
く
な
い(

第
一
図
参
照)
。
 

但
し
農
業
生
産
内
部
で
の
特
.化
、
_
に
西
南
ド
イ
ツ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
主
榖
生
產
と
葡
萄
そ
の
他
の
商
品
作
物
生
産
の
特
化
が
そ
れ
ほ
ど
み
ら 

れ
ず
、
従
づ
て
こ
.れ
が
第
六
表
に
み
ら
れ
る
通
り
市
場
町
の
.発
生
が
他
地
域
よ
り
微
弱
で
あ
る
こ
と
の
璜
_

と
な
っ
.て
.い
る
の
で
あ
ろ
う
。

. 

.

.

B

、
さ
て
.ザ
ク
セ
ン
地
方
内
部
で
の
局
地
間
分
業
と
し
て
の
繊
維
工
業
を
_

心
と
す
る
消
費
財
産
業
は
、
北
部
の
平
野
地
带
2

南
部
の
エ
'
ル
，ツ 

Il
f

脈
地
.帯
の
中
間
の
丘
陵
、
森
林
地
帯
に
お
い
て
盛
ん
で
あ
り
、
特
に
：ケ
ム
：

ツ
ツ
市
周
边
の
：麻
織
物
工
業
は
、
十
五
世
紀
以
来
ザ
ク
セ
ン
也
方
内

.

.、.

.

人
注
24) 

.

.

.

.

-•
;0

揭
化
産
業
と
し
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
.(

第
一
図
参
照)

。
元
来
.こ
.
の
種
の
產
業
は
.
土.
ル
べ
_以
東
の
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ツ
：ツ
で
.東
欧
向
け
の
工
業
と
し 

て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
十
四
世
紀
に
は
ケ
ム
ニ
ツ
ツ
市
に
領
邦
君
主
の
特
権
に
莲
<-
,

独
占
的
|

|
白
所
が
建
設
さ
れ
、
：
周
辺
.
の
農
村
は
；こ
れ 

に
対
し
て
原
料
若
し
く
は
半
製
品
の
供
給
地
帯
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
，の
で

i t

。
し
か
し
十
五
世
紀
'に
な
各
と
周
辺
の
農
村
一
.帯
で
は
小
幅 

麻
織
a

、
粗

ゴ

ル

、ゾ

エ
ン
.織
物
、
:
ゾ
ユ
.
ラ
イ
エ
ル
織
物
等
、
薄
手
の
ー
ノ
般
评
費
用
製
品
が
広
く
生
産
さ
れ
る
於
う
に
な
り
’
こ
れ
に
よ
っ
て
ケ
ム 

土
ツ
ツ
市
の
特
権
的
漂
自
独
占
は
崩
壊
の
危
機
に
瀕
す
る
の
で

^ ?

於
。
即
.ち
.こ
れ
ら
む
製
品
は
漂
：自
を
：必
要
と
し
：な
い
黒
染
0 :

織
獄
れ
、
；漂
自
し 

た
も
.
の
.
に
つ
い
て
も
嚷
村
、
特
に
農
村
都
市
に
お
け
：る
も
ぐ
ゥ
の
漂
白
所
^

お
い
て
漂
白
さ
れ
：奋
の
で
.あ
ケ
て
、
こ
こ
に
ゲ
ム
ニ
ツ
ツ
市
及
び
ラ

ン
デ
ス
へ
ル」

の

農

村

；エ

業

及

び

_そ
の
中
心
地
と
し
_
て
の
農
村
小
都
市
へ
の
激
し
い
：抗
争
が
ひ
.
き

：お
こ

；さ

れ

る

の

で

^

!^

二
と
、の
よ
う
な
農
村
工
業

■

. 

... 

- 

. 

' 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

の
前
進
は
，
.明
ち
か
に
.よ

；
り
安
一
い
；粗
質
の
麻
織
物
.：

(

タ
ォ
ル
、
テ

ー
ブ
ル
ク
口
へ
ス
、
シ
I
ツ
S 
:

シ

ャ

ツ

ぃ

、
;'
.
,
- 7
'」

フ

ゥ

_ス

等

の

た
め
の)

の
生
産
増
大
に
よ

る

の
.

、■

.

V
h
8 

V

 

.

で
あ
り
’

ザ
ク
セ
ン
：地
方
内
部
：の
よ
り
天
衆
的
，な
需
要
の
：発
生
に
応
X J

る
も
の
で
あ
-?
^

:

'
パ
'
イ
ツ
や
ス(

ガ
ル
：ヴ
ァ
イ
ト
は
：十
五
世
紀
以
洚
の
自

• 

•

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ツ
の
農
村
都
市
、
市
1
町
に
っ
い
て
«

へ

.四
九
.
:：
:
：

(

七

三

-:
;一)
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寧 . : :十 表
• ' •

、 、 、 、 一 村 内 の 織  

” . 、 、 、 、 工 数  

都 市 名

5 0 2 3 2 2 1 8 1 6 1 5 1 2 U 1 0 9 8 ；e 5 4 3

S a y d d a
, 1 1 ン

3 1 1

L e n g e f e l d 1 i -： 1 1 l 1

Z w o n i t z ■
.

1

M a r i e n b e r g •
1 '

S t o l l b e r g
\ V 1

S c h e l l e n b e r g • 1 1

M i t t w e i d a
1 1 2

F r a n k e n b e r g
: ：

i. '
2 3 3

H a i n i c h e n .
2 1 1 4

O e d e r o n v
6 1 5 1

Z s c h o p a u ..
•.

B u r g s t a d t
1 1

• • , .

2 2

G e r i n g s w a l d e \.
1

. H o h e n s t e i n 1 レ
1 1 1 2

J * G l a u c h a u 1

F r e i b e r g '

.. 1 ：；： 1 1 3

C h e m n i t z
5 2 2 7

R o c h l i t z

. ' ■ 1

；■-

1

1

A  H e i t z ,  L a n d l i c h e n  M i n e n p r o d u k t i o n ~ ,  S S .  3 4 - 3 5  と  K .  B l a s c h k e .  H i a t o r i f « * h P s

.

.

.

: 

v

s

o
 (

七
三
四)

ぐ
：然
:̂

ロ(

：の
増
大
：や
鉱
山
都
市
の
.隆
盛
に
伴
う
産
業
労
働
者
人
ロ
へ

一.

の
増
大
を
そ
の
原
因
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
ラ
な
大
衆
的
需 

! 

-

;'

要
め
発
生
に
呔
、ゃ
そ
れ
ら
と
共
：に
封
建
的
小
農
民
の
自
立
化
に

一.
V
一
裁
<'
;

民
富
の
広
：_
.
な
形
成
が
重
大
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
ぃ
。、.、こ
の
こ
と
は
ラ
'/

デ
”

ル
^
農
村
エ
業
圧
迫
政
策
に

「

.
;
-お
い
て
も
局
地
：

g

需
要
の
為
の
生
産
は
許
可
せ
ざ
る
を
え
な
か

.
.
.

.
っ
た
こ
と
や
ノ
，先
め
十
七
世
紀
#

ば
：の
物
品
税
に
お
.い
て
農
産

I

<:
„

.物
と
共
に
麻
織
物
难
麻
糸
、
.羊
毛
と
共
に
そ
め
対
象
と
な
っ
て

い

る

と

が
^

も
、.
：間
接
的
に
は
推
定
し
：う
を
の
.で
純
^

,3

.
、
義

て.こ
：
の

么

失

な

地

方

的

再

生

産

圈

の

 

'
.一.：
環

.と

し

て

の

農

村

、Bd
,‘：
 

：#

織
物
本
業
ゆ
前
進
己
そ
3

ぞ

ム

：
エ
：
ダ

ツ

市

か

ら

，ズ

矩

距

離

を

ノ|

.:
'
.
:お

い

て.か

な

り

多

く€»
:

徵

村

エ

業

都

市

が

成

立

し

た

現

実

的

契

.

sa
'

機
で
あ
ろ
う
。：
さ
し
.知
た
り
そ
0:

中
心
と
.み
ら
れ
る
も
の
を
.あ

I

:

s:
v
げ
れ
ば
、

シ
ユ
'
ト
ル
；T

ル
：ダ
、

…
M

フ

ン

ケ

：ン
.ベ
ル
グ
、
オ
エ
デ

|

ラ

ン

、

チ
，
ョ
。
ハ

.

.ヴ
;>

グ
リ
ユ
ン
ハ
イ
ン
、
デー

ベ
ル
ン
、

ハ
イ 

er
..

.

聊
ニ
ツ
へ
ン
、
ラ
ー
イ
ズ
ー
ニ
ヒ
、
グ
リ
ム
マ
、
ミ
ツ
ト
グ
ア
イ
ダ
、
 

r
.

ぺ
ニ
ヒ
、
ザ
イ
ダ
、：
レ
ン
ゲ
フ
エ
ル
ト
、
シ
エ
レ
ン
ベ
ル
グ
、

.ア
，.ル
.
ク
.シ
.
ユ
テ
ツ—

、
，
ホ
.

I.
エ
ソ
，シ
.
ユ
タ
イ
ン
，
、
ガ

イ

タ

イ

ン

、

(

t
nノ

ゲ
リ
ン
グ
ス
ヴ
ァ
ル
デ

、
' ヴ
ァ
ル
ド
ハ
イ
ム
、

ハ
ル
タ
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
内
農
杖
よ
り
の
自
生
型
小
都
市
八
r

計
画
型
建
設
都
市
五
、

半
自
生
型
小
都
市(

自
坐
型
の
明
確
な
記
載
は
な
い
：が
自
生
型
を
想
わ
せ
る
遣
路
市
場
ゃ
森
林
フ
ー
べ
耕
地
形
態
の
：存
在
ず
る
も
.の)
.,
七

で

必

ず

し

も

全

て

が
 

農
村
よ
り
の
自
生
型
都
市
.と
は
限
ら
な
い
が
.、
そ
の
比
率
は
大
き
く
、
特
に
ヶ
ム
.
-.
ッ
'ッ
周
迢
の
農
村
エ
業
都
市
で
は
自
生
型
の
果
す
役
割
は
大 

き
い
。
ま
た
第
十
表
を
み
れ
ば
、
こ
ヾ
れ
ら
の
都
市
が
そ
の
周
迈
に
大
量
め
麻
織
エ
を
含
む
工
業
的
村
落
：を
従
え
て
い
る
こ
，と
於

判

り

、

，
自

生

型

ば
 

勿
論
、
.そ
う
で
な
い
場
合
に
も
そ
れ
ら
の
都
市
的
龙
住
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
め
農
村
エ
業
が
：重
大
な
意
味
を
も
?
:
|と
が
窺
び
沾
。
さ
ら
に
こ
れ 

ら
の
.自
生
型
の
都
市
が
農
村
工
業
の
盛
ん
に
な
っ
'た
十
四
、
五
世
紀
匕
そ
の
発
生
を
み
て
い
る
こ
と
は
.、
：
：
農

村

都

市

成

立

と

^

^

間

分

業

の

発

展

.

ベt

4

)

'の
関
連
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
.特
に
ブ
ル
グ 

'ゾ
ュ
テ
ッ
ト
、
ホー

エ
シ
シ
ュ
タ
イ
ン
、

シ
ユ
ト
ル
.ベ
ル
グ
の
一|

一
都
市
は
、
そ
れ
自
体
が
農 

村
エ
業
の
中
心
的
村
落
で
あ
っ
た
も
の
が
都
市
化
し
た
も
の
と
し
て
注
艮
し(

5

^
。：
特
に
ホ
ー

エ
ン
.
シ
：.ュ
タ
イ
ン
の
母
胎
と
な
っ
た
ル
ン
グ
.ヴ
ィ

-

» 

(

注 

6

)

 

• 

'
 

.

ッ
：ッ
村
に
は
実
に
五
十
人
も
の
_麻
織
エ
が
存
在
し
て
.い
だ
。.
.と
こ
ろ
'で
こ
れ
ら
の
農
村
都
市
が
、
.
.ヶ
ム
1'

ッ
ッ
市
め

れ
た
場
所
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
注
自
す
べ
ぎ
事
実
で
あ
る
。

' rC

ヵ
ル
ヴ
ァ
イ
，ト
が
認
め
る
よ
う
に
_、
：
こ
の
こ
と
：.は
中
世
的
大
都
市
は 

自
己
の
禁
制
圏
を
或
る
程
度
確
保
し
う
る
こ
と
：を
示
し
て
い
る
と
共
に
、
.
か
か
る
求
心
的
市
場
体
制
の
外
側
に
一
'
定
の
距
離
を
置
い
て
、
農
村
都

, 

へ
注
3 7)

 

* 

• 

■

市
群
の
分
散
的
、
遠
心
的
市
場
体
制
が
発
生
し
う
る
こ
'と
.を
示
す
'0
か
か
る
市
場
分
布
度
.の
対
抗
関
係
は
金
腾
エ
業
に
つ
„い
て
も
.み
ら
れ
る
と
こ 

ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
農
村
了
巢
の
中
心
に
計
画
型
都
市
や
半
自
生
型
也
都
市
も
含
ま
れ
て
，い

を
-.
:
:と
：と
も
関
連
し
：て
、
こ
れ
ら
分
散
的
な
自
生 

型
小
都
市
群
の
.中
世
都
市
化
の
現
象
も
起
石
の
：で
あ
.っ
：て
、
.*,

ればまた間分業；
の齋

.育
^

^

従
っ
て
農
村
1

業
の
隔
地
間
分
業(

遠
隔
' 

地
^

場
圏
の
ー
：.環
と
し
て
の)

：
へ
の
.̂

編
廣
.̂

結
果
し
て
行
く
0:

で
_

^

.;
'-
-
。

'.
;.
:
:
.丨
 ̂

: 

. 

■

.
こ
.
の
他
繊
維
工
業
に
.つ
，い

て

は

、

西

部

丘

陵

地

带

の

プ

ラ

ゥ

：
エ
シ
市
周
辺
や
エ

$

 

東
部
；.(

ド
レ
ス
デ
ン
：南
方)

に
お
い
て
は
羊

.

, 

:

■1 ?
3 9)

. 

： 

. 

.

.

パ

'

.
 

.

.

.

.

毛
生
産
と
共
：に
毛
織
物
工
業
も
盛
ん
で
*

る

。
.：
こ

れ

に

よ

：づ

^
か

纪

り

の

讓

市

ぺ

市

場

^

の
発
电
を
み
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
あ
げ
た
^

々
の
禁
：
 

令

の

中

に

羊

毛

、
.
毛

織

物

©.
農
村
^

赎
取
引
.が
搶
摘
さ
れ
.て
へ
い
る
こ
'と
.か
^;
も
.推
定
し
.う
る
。

ッ
.ヴ
ィ
.ヵ
.ケ
か
：ら
：プ
ラ
ゥ
エ
ン
に
か

け
て
の

地
方 

'

近

世

初

頭

中

部

ド

イ

：
ッ
：
の

癭

村

都

市

、

.砟

場

町

に'つ

い

て

は
.

.

‘

:

.

:

:

■

, 

; 

^



:

,

.
一
■'
.

'

-
' ■
.

.

.

-

五
-:
.

(

七
三
六)

.

と
ド
レ
ス
.
デ
.
>/

南

部

に

'は

農

村

的

小

都

?1
7
'
-ヤ
市
揚
町
が
多
い
-.

と
も
こ
の
関
速
'を
裏
書
ぎ
じ
て
^̂

:(

^
o 

V

待
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
他
エ
ル
ダ
山
地
.で
は
木
製
品
.工
業
が
、
' 

.
農

村

家

内

工

業

の

形

：で

矢

張

：

^

盛

：“

で
あ
ん
が
"
、こ
れ
も
詳
細
な
分
析
は

.

.

.

.
'

(

注
4 1)

 

.

-•
-,
:

■

,

 

'

 

.

、

省
略
し
た
パ
い
。
；

;

.
:
.

'■
.
 

V
-
.
V 

.

.

.
，0

、
さ

て
以
上
の
よ
う
な
麻
織
物
産
業
^：
中
心
.と
.ず
る
消
費
敗
産
業
が
中
部
丘
陵
地
帯
で
農
村
工
業
の
形
で
発
展
し
た
の
に
対
し
、
よ
り
エ
ル 

’
ッ
山
脈
に
よ
.つ
た
山
地
地
幣
で
は
、
生
產
財
産
業
と
し
て
の
鉱
山
業
、
金
属
工
業
が
東
部
か
ら
®.

部
ま
で
.行

わ

れ

て

い

た

'

(

第

I'

図
参
照)

。
と
こ
ろ

.で
こ 
'の
内
鉱
山
業
は
先
.に
6

べ
た
よ
う
.に
坐
産
財
と
L

て
の
需
要
以
外
に
、：
当
時
の
大
商
.業
資
本
の
国
I

的
支
払
手
段
、.
交
換
手
段
と
し
て
の
大

' 

.

.

.

. 

: 

.

.

.

.

.

最
の
需
要
-に
よ
る
も
の
が
多
く
、
'銀
鉱
山
都
市
の
隆
盛
は
，、
ザ
ク
セ
ン
内
の
地
方
的
芮
生
產
圏
に
と
：つ
て
は
む
し
ろ
木
自
等
な
歪
み
を
与
え
た
と

.. '

 

'

(

注
4 2)

■*, 

:
 
. 

.-V 

.

.い
，う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
従
つ
て
十
五
、
六
世
紀
に
か
.け
て
の
六
十
年
間
.に 
'シ
.ュ
ネ
!

ベ
ル
グ
、
ァ
ン
ナ
べ
•ル
ダ
，
、：'
:
マ

リ

.'ヱ

ン

べ

ル

，ク

等

と

十

六

<
往
43)

..

-
.
.
.

も
建
設
さ
.れ
た
鉱
山
.都
市
は
、
我
ィ
.の
局
地
間
分
業
の
担
.：い
手
と
し
て
の
意
味
は
.そ
れ
程
大
き
く
.な
.い
。
そ
の
'上
生
産
財
産
業
と
し
'て
の
錫
や
鉄 

そ
の
他
の
■鉱
山
都
市
.に
し
て
も
、
鉱
山
業
が
生
產
過
程
の
.
.地
理
的
集
中
か
ら
し
て
、
農
村
エ
業
と
し
て
.常
ま
れ
難
く
、
そ
：の
た
め
中
世
的
特
権
都
节

(

注
44)

.

.

.

.

'.と

し

て

立
-ち

現

わ

れ

'る

場

合

が

多

い

，

(

第 

一*'
,図
参
照)

。
.
た
だ
生
産
財
の
第
一
次
原
料
を
提
供
す
る
場
合
_に
は
、

そ
，の
.周
^

に
お
い
て
様
々
な
加

工

■

. 

.

’ 

.
(

上
^) 

■

■

■

業
が
農
村
内
部
.

(

む
.し
ろ
森
林
内
部)

で
行
わ
れ
る
の
で
.あ
る
。
従
つ
て
局
地
間
分
業
と
し
て
.
は
'こ
れ
‘ら
の
金
厲
加
エ
業
、
1#

に
、
欽
及
び
锡
の
加 

*

S
46) 

.

'エ
業
が
注
庫
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
.'
'
と

こ

ろ

；で
こ
、

.の

.種
の
加
.エ
業
の
製
品
ど
.し

：て
は
，鍊

鉄

、
：
棒

鉄

、

.鋳

鉄

等

の

：歌'ー：
：次
加
エ
ロ
5
や
ブ
リ
キ
板
、釘
、

-

.

.

 

?
*
7

)

-

劍
金
等
め
半
製
品
の
生
産
も
盛
ん
で
あ
る
.(

第
一|

図
参
照)

。
.

こ
.
れ
ら
.
は
.都
市
.と
共
^

農
村
の
銀
冶
屋
を
通
じ
て
農
村
と
%

0

k

が
つ 
'て

、，
る
こ
と

■ 

.

(

注 05) 

.

:■
•
: 

:

，は
、
判
告
書
の
中
で
鉄
の
占
め
る
重
要
性
か
ら
%'

明
自
で
あ
る
し
、
ッ
ヴ
.ィ
ヵ
ゥ
近
边
..の
十
七
[1
1
:紀
の
都
市
の
苦
情
.に
.も
繊
維
製
ロ
1»

と
共
に
、
ブ
リ

(

注
49
.

)

. 

-

-キ
、
鉄
の
農
村
で
の
取
引
が
あ
げ
ら
：れ
て
い
る
。
こ
'
の
よ
う
な
第
4

次
加
エ
品
.や
半
製
品
と
共
，に
：よ
：り
重
要
：な
も
の
：と
'1>

て
は
_

_
手

斧

、
鍬

、
.シ

(

j;
o)

ャ
.ベ
ル
.等
の
農
業
用
の
生
産
用
具
や
さ
ら
に
繊
維
工
業
用
.の
生
産
用
具
も
あ
；げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
生
産
街
具
は「

山
'の
鉄」

：w
e
r
g
e
i
s
e
n
.

と
い

•

(

注
51) 

. 

• 

.

.わ
れ
る
鉱
山
用
の
生
產
用
具
と
共
に
中
世
後
期
.の
生
産
財
產
業
の
製
品
と
し

て
ほ
基
軸
的
な
も
め
で
ぁ
り
：広
ぃ
需
要
が
地
方
内
に
お
ハ
て
存
在
し

て
い
.た
こ
.と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
，：千
五
百
八
十
三
年
の
.フ
'
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン

-K
2

ル
ツ
3

地
の
西
部)

:.
'
;
,
.
で
も
農
村
内
部
.で
の
刈
鎌
、
大
鎌
の
取
引
' 

に
つ
_い
.て
め
苦
情
が
の
：べ
ら
れ
て
い
る
'.
:
;°
そ
し
：̂

J

の
よ
う
な
広
.い
需
要
の
存
在
こ
.そ

、

鹩

山

都

市

の

沒

落

：を

视

目

に

こ

.

.の
地
帯
の
金
厲
^
 ̂

が
十
九
世
紀
に
到
る(

ま
で
：健
全
な
発
展
を
と
げ
：た
理
由
で
あ
っ
.て

、

，
こ

の

：種

の

金

属

加

エ

業

こ

.

.そ

.、
.-
-
局
她
間
分
業
の
4

方
の
極
と
1'
:う

.
こ

と

が

出

(

?

Ŝ 3)

来

よ
う
。
さ
て
こ
の
種
の
全
属
加
工
業
も
農
村
家
内
工
業

A
J

し
て
行
わ
れ
た
め
で
あ
る
が
.
、
エ
ル
ツ
山
地
地
帯
で
は
、
シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
エ
ン
べ
ル
ダ 

か
ら
.ツ
‘
ヴ
ィ
ヵ
ブ
ウ
に
：か
け
て

.
の
上
：：带
で
.盛
ん
ヤ
あ
名
が
、
.
特
に
.
；：

V

ュ.
.ヴ
ア
-

ル
：ツ
ェ

X

ベ
ル
グ
.
周
辺
の
一
.
帯
が
、：.
最
本
注
自
す
べ
.き
で
料
故
バ
第
一 

図
、
第
'ニ
図
参
照)

.
。
さ
て
そ
の
シ

i

ヴ
ア
ル

ツ
ヘ
ェ
ン
，ベ
ル
ダ
周
辺
に
は

: '

当
の
；シ
.

ュ
ヴ
ア
ル
ツ

.
か
ン
.
ベ
.
ル
ダ
市
を
中
心
と
す
.る
農
村
工
業
地
带
と 

シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル；

グ
近
く
の
ア
ウ
村
を
中
心
と
す
る
そ
れ
と
、：

ア
イ
べ
ン
シ
ュ
へ
ト
ツ
ク
市
場
町
を
中
心
と
す
る
そ
れ
の
三
づ
が
あ
げ
ら
れ
ん
^
^
ニ 

闼参照

)

。；
この内
ア
イ
シ
ュ

卜
ツ
ク
は
ア
ウ
と
：同
類
型
で
あ
る
か
ら
結
局
こ
の
農
村
工
業
地
帯
に
は
-:

.つ
の
類
型
が
存
在
す

る
。

.

.シ
ュ
ヴ 

ァ
ル
.
ツ
千
ン
べ
ル
グ
の
方
は
ン
周
辺
匕
九
‘
ヵ
村
^

一
：：

つ
も
な 

く
、
あ
く
ま
.
で
シ
ュ
：ヴ
ア

.
ル
ツ
ェ
ン
べ
ル
グ
が
唯
一
っ
の

'
市
場
と
し
て
君
臨
し
，

こ
：の
意
味
で
周
辺
；エ
：業
村
落
と
め
関
係
に
お
_
い

て

は

、
：
中

世

都
 

市
^
!
.な
.
.
，永

心

的

市

場
^

係

ガ

成

立

し

て
.
い

，る

と

い

え

よ

う

。

..

.

.

.
‘
こ
.，..れ
.
に
"
対
.し
7

ウ
地
区
.で
は
、
ア
.
ウ
.自

身

十

六.1 1
*

| 3
..に
.
は

工

業

村

落

の
.
.一.
.
.つ

に

.
過
 

ぎ
ず
、
十

七

世

紀

：に

裏
.町
：と
：な
っ
て
か
ら

も

、
'
シ
ュ
'

ヴ

テ

：ル

ツ

ェ

：
ン

，べ

.：ル
グ
の
よ
う
な
求

:>
6

的

な

：
都

市

体

制

は

み

ら

^

^

.

(

第

ー

図

の

ノ

イ

シ 

ュ.
テ

ツ

テ

ル

：の

東

北

部

^

ア
ウ
が
あ
る)

。
ア
.
ウ

め，周
超
に
は
七
力
村
の
.
工
業
村
落
が
あ
る
が
，(

第
二
図)

、
-.J

の
内
ノ
イ
シ
ュ
；

テ
ツ
テ
ル
村
は
十
五
世 

紀
半
に

小
都

市

に

、

チ

ョ

ラ

；
ウ

村

は

十

八

：世

紀

に

市

場

：町

と

.
な
'
っ

て̂

り
、
.
.シ
.

ュ

ヴ.
ヶ

ル

ジ

：
H

' y
;
:ベ

ル

：

v

と

は

対

照

的

に
.
こ
.

の

地

区̂

の
遠
心
性
.を
示
し
て
い
：る
。
こ
の
よ
う
な
対
抗
的
.な
市
場
関
.係
は
ご
先
の
繊
雜
工
業
地
帯
で
も
ヶ
ム
ニ
；ツ
ツ
市
及
び
そ
の
禁
制
圏
と
そ
こ
か 

定
の
.距
離
を
お
い
て

小
都
市
の
間
に
！み
ら
れ
る

が

、

遠
心
型
の
'市
場
体
制
こ
'そ
局
地
間
^
業
を
現
実
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出 

来
よ
.う
。
.
そ
し
て
4

の
よ
う
な
生
産
地
帯
の
方
が
、
',

シ
ュ
ヴ
.

r

ル
ッ

H
.

ン'
べ
，ル
グ
よ
り
も
近
代
エ
業
；の.
中
心
地
と
：し
て
十
.九
世
紀
に
よ
り
重
耍
な 

1

1

1

0

1

0

.

1

^

1

1

1

1

1

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ツ
の
農
村
都
市
广
市
場
町
に
つ
い
す
㈡
 

：
 

五
，三

(

七
三
七)

:



o
'
, 

- 

,
-
v
- 

,
.
^
v 

て
..
..
：

V
.
」

.一

;:
.
.
：
: 

. 

V.

五
：
四

：

(

七
一
一
：
A)

:藥

.の
：
場

合̂
は

鐵

正
.霍
場

合

よ

：り

は

-:
'
農

村

齋

：か
ち
の
启
生
的
な
市
場
関
係
が
直
線
的
；に
形
成
洛

»
て
.行
べ
の

^̂
^

3:
業
に

^
い
て
は
生
產
ェ
程
：の
分
散
が

^
.し
^ :
.
ー

船

的

セ

秦

.

.に形
成
さ
れ
て
行
く
の

.で
あ
る
。

.
こ
れ
は
ル

I
ル
、
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ

.丨
レ
ン
地
方

.に
つ
い
て
も
み
ら
、れ
る
現
象
で
あ

(

れ
於)

、
勿
論
中
世
都
市
的
な 

帘
場
関
係
も
皆
無
で
は
な
く
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ッ
ヱ
ン
ベ
ル
グ
は
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。
と
も
か
く

.こ

.の
よ
ぅ
な
局
地
間
分
業 

し
七
め
：金
属
ェ
：業

i
:市

場

関

係

：：
の

_

0'
.
:1:
:り
健
全
な
関
係
は
金
属

1
業

.の
ぎ
產
：ェ

#:

次
的
、：
均
衡
的
発
展
に
：尨
起
因
す
る
こ

.と
：と
思

.

.
わ
：れ
る
。
.：こ
6,
:点
は

«
隔
地
商
業

^
よ
り
歪
キ
を
ぅ
け
た
繊
維
ェ
業
と
：は
対
照
的
で
あ
る
。
.か
お

' 

'

:

: 

.

 

' 

(

i

 

- 

金
属
办
:|
:

業
に
：は
先
に
あ
げ
た
生
産
財
と
共
.に
：匙
や
家
庭
用
の
：器
具
等
；の
消
費
財
産
業
も
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
づ
け
加
：え
て
お
.こ
ぅ
。

■

•

 

;

 

.

 

-

•

•

 

.

 
.

 

i!.
 

•

•

 :

:

.我
^

は
局
地
間
分
寒
こ
そ
^

世
後
期
か
ら
：近
世
初
期
の
自
生
的
農
村
小
都
布
!:
'

市

場

町

：
の

基

本

的

成

立

：条 

り

広

い

地

离

：の

農

村

相

互

め

M

の
専
業
化
で
：.あ
^

ご
>

を
冬
て
き
た
：。
:.
^

け
る
.局
地
間
分
業
の
成
，立
>.

種
.：々
':
€
»社
^

的
塞
が
農
村
内
部
で
_

接
し
あ
0

て
専
菜
化
す
..る
>

は
、
単
純
な
諸
産
業
活
動
の
水
平
的
隣
接
に
留
ま
ら
ず
、
 

も
っ
と
複
雑
な
垂
直
的
な
混
在
.du

r
c
h
e
i
n
a
n
d
e
r

茫
的
吕
と
い
ぅ
形
に
ま
戈
進
む
へ
の
で
ぢ
^

て
、

ゥ
ェ
ー
バ
ー
や
グ
ラ
ッ
T

'マ
ン
は
こ
れ
こ
そ

西
ド
ィ
ッ
の
市
場
構
造(

農
民
め
'局
地
的
商
品
交
換
を
可
能
上
す
る
よ
ぅ
な
集
約
的
な
そ
れ
.

)

：
の
基
本
的
成
立
条
陣
で
あ
る
と
1>

た
め
で
^
|^

事
契
ザ

■

.

. 

- 

. 

.

.

.

.

. 

■

. 

. 

■ 

- 

.

■
.

'

.
ク
セ
ン
に
お
.い
て
も
第
六
表
を
参
照
す
れ
ば
明
^

に
、
こ
め
よ
ぅ
な
局
地
間
分
業
の
-
混

布

(

集
約
的
、
.垂
直
的
存
在)

.
0

み
ら
れ
る
中
部
ザ
ク
セ
ン

と
ェ
ル

ッ

山
地
地
帯
、
特
に
後
者
に
お
い
て
'

農
村
が
ら
の
自
生
型
小
都
市
、
市
場
町
め
発
生
.の
度
合
が
強
い
の
で
あ

る

a

す
で
.に
み
た
通
り
、

ェ
ル
ッ
山
地
地
带
で
.は
，地
域
内
に
当
時
の
基
軸
産
業
部
門
で
あ
る
戡
雄
ェ
業
と
金
属
ェ
業
が
_

接
し
合
い
入
り
混
り
合
.い
つ
つ
、
.農
村
工
業
と
し

て
成
立
し
"
へ
さ
ら
に
ぞ
れ
を
取
り
巻
.い
て
純
農
業
を
主
と
す
る
農
村
に
.到
；る
ま
で
の
様
々
の
農
村
が
存
在
し
、
お
互
い
；に
商
品
交
換
し
、

一
つ
の

再
生
産
：圏
を
成
立
さ
せ
て
い
た
と
い
'え

る

。

例

え

ば

十

五

世

紀

末

に

.ヶ

ム

-'1

ッ
；ッ
は
，領
邦
君
主
か
ら
農
村
：で
の
穀
物
市
場
禁
止
の
特
権
を
え
て
•い

'
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ヶ
ム
一
一
ッ
ッ
周
辺
に
お
い
て
も
農
産
物
生
産
が
一
方
で
行
わ
れ
、
局
地
的
：な
範
囲
で
商
品
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
，こ
と

を

示

\ 前 提
住

、\都市ヽ
農 村

城
農

と
村 m

城
鼸

莊園庁 新
建

規
m 不明

\形態 都 Hi 都 市 都 市 都 市 都 市 都 市 都 市 都 市 都 市1 *  _
場 場 場 場 場 場 m 場 堝

時 期 \ 市 :町.. 市 町 市 . .町 市 町 市 町 市 町 市 町 市 .町 市 町.12c 1 0 1 1
13c 1 0 7 1 1 9 1 1 1 114c 11 4 ； 4 3 2 4 7 1 1 1 '' 115 c 2 1 2 1 1
16 c . 0 10 117c 0 2 ； 118c. 1 0
19c 1 0
20c ,4 1

:

計 21 18 13 4 4 .4 17 1 2 1 1 1 3 0 1 0 2 0

第十.—•表 Frankfurt周辺
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.

:

(

注66
>

|
i

場
町 

.

o 

.
唆
し
て
い
る
。

ま
た
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ド
地
域
で
も
金
属
製
品(

大
鎌
、
刈
鎌)

の
農

^

—

1

-

-

-

；

-

-

-̂-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1
 

. 

.

. 

.

.

.

(

生

6 7)

：

1

5

—5
—

M

M

I——

^

^——

.

U

.
■-

村
で
の
小
売
が
問
題
化
し
、
さ
ら
に
ッ
ヴ
.ィ
ヵ
ゥ
地
域
で
は
、
：ピ
ッ
チ
、
毛
織
物
、
羊

•«
.

市
場
町
. 

:

o 

,

I

I

.

一.

:

' 

- 

I

:
 
-

 

;

_

.

毛
，
糯
子
、
麻
糸
、
ブ

リ

キ

、

鉄
そ
'の
他
の
商
品
取
引
の
農
村
で
の
蔓
延
し
て
い
る
こ

此
都
.
市 

1
 

1
 

(

注58
>

為
r 

I

I

.

.

.
丨
.
.一.…

：-
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

I

n

 

‘
，
と
が
十
七
世
紀
に
訴
え
ら
れ
て
.い
る
。
：こ
の
ょ
ぅ
な
事
実
も
地
域
内
に
お
け
る
一
定
の

ス
-
r
. 

5
^
.
-
&

f 

1

1

1

.

.

.

.

:

3

-

 

.

 

_

再
生
産
圈
の
存
在
を
示
し
て

'
お

り

、

そ

れ

ば

程
度
こ

そ

異
な
れ
、
.中
部
ザ
汐
セ
ン
特
に
，
 

市
& 

■ 

^

1
 

I

I

I

I

1

M

 

. 

•
'
ド

レ

ス

デ

ン

商

辺

及

び

そ
.

.

の
南
方
に
：つ
い
：て
も
：い
，え
る
こ

.

#

•

都

市

1

.
‘ 

—

 

i

l

.

:ッ
.の
他
地
域
、
'
西
南
ド
ィ
ッ
、
：:
へ
ッ
セ
ン
、
：
ラ
ィ
ン
ラ
シ
ド
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
示

;

市

場

町

1 

1

.■:

.
す
こ
と
が
出
来
る
。
.
西
南
.ド
'

V

ッ
に
つ
い
て
は
ダ
ラ
ッ
ド
V

ン
'や

、ゴ
.
丨

タ

ィ

ン

の

研

究

i 

- 

一

r

都

市

.、

.

：

：

2

 

:
:

が
あ
る
が
r

そ
れ
に
よ
る

.と

.

局
：地
間
分
業
の
混
.在
の
み
ら
れ
る 

'

ゾ
.，ユ
ヴ

，
ァ
ル
ッ
ヴ
ァ
ル

:

—

^

町—

 

-
.

.

.

:

:.:
.
.-
.

.

.
底
.
ト
や
シ
ュ
ヴ
ァ

ー
ベ

ン

'.
.

ァ
ル
プ
ス
やK

,

ル
.プ
ス
山
麓
地
方
で
は
、
.
狭
い
地
域
的
な
範

都

1

9
 

7
:
. 

7

:

乍

.

.

.

.

.

I

n

1

.

.
.

1

•

..

-

屮

囲

で

の
■苒
生
産
圏
が
或
る
程
度
成
立
し
、：：.パ
こ
れ
が
市
場
町
や
小
都
市
の
発
生
に
大
き
な

J

市
場
.

町
：

' 

4
 

4

力 

§

一

2

、1
,

:

, 

. 

-

■:
■

4

!

f影
響
を
与
え
て
い
る
.こ
と
が
判
る
。::
こ
の
，ょ
ぅ
な
地
域
的
再
生
産
圏
の
存
在
は
、.
行
商

，.费
疗
 

b
 

■ 

•

:

1

3
 

i

~

!

^

|

 'I

 

,
人
；の
偷
度
が
こ
め
両
地
域
に
お
い
.て
み
.
^
れ
>
ノ
し
が
も
行
商
は
.ま
：ず
そ
' の
：地
域
内
部
を

.

I.—

I
I.
I
.
I
: . 

■ 

_

_
. 

. 

• 

S 

. 

(

法
1 
ノ

;

都
',
■

市
,

7
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- 

" 

.

^

".

対
象
と
し
‘

-
‘そ
の
上
^

地
域
外
部
に
向
け
ら
れ
^

い
る
こ
+と
か
ら
も
推
定
し
ぅ
る
フ
ン
ま

.

.

.

.

. 

I

L

____

_
_
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た

f

ッ
セ
ン
ヾ
に
っ
い
て
は
第
十
十
表
を
.み
.る
ど
^

第
ー
：一
.ー

表

で

ず

で

に

示

さ

れ

た

都

市

発 

.
都V

市
1

1
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.
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^
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生
の
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的
傾
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村
小
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五
六
へ
七
：四
〇)

:

、
■

.ヾ等
の
諸
産
業
が
_

接
、
.ー
混
在
し
て
.い
.る
の
で
あ
：っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
へ 

-
:

プ
ヶ
が
地
域
的
市
場
圏
の
一
:
例
に
：あ
げ
そ
い
.る
位
で
_
-
。,
ま
た
ラ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に 

_
.
.
.
.つ
い
て
も
第
ナ
ー
|
表
を
み
る
：と
、';
'
す
で
&

7K

じ
た
散
西
表
.の
中
の
農
村
都
市
、
市
場 

,

.

町
の
殆
ど
が
矢
張
り
ル
'1
:
ル
か
ら
ヴ
ッ
.パ
ー
渓
谷
地
方
の
間
と
ァ
ー
へ
V

北
方
.の
農 

-:
■

.

M

H

業
地
帯
に
集
中
^

て
い
る
.こ
；と
が
判
る
が
、
.

こ
€»
-
地
方
%'
'

ま

た

_
局

地

間

分

業
 

■'
.(

特
虼
農
業
と
繊
維
工
業
と
金
属
工
業)

：
：
の

隣

接

、
：
：
混

在

の

：み

ら

れ

る

地

域

で

ぐ

':
.

こ
の
.よ

ぅ

に

局

地

間

分

業

の

よ

り

狭

い

地

域

内

に

，お

け

る

混

在

は

、
.
地

方

内

に

お

' 

. 

,
-
•
-
■ 

+ .、
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

c

け

る

局

地

間

分

業

の

存

在

：よ

り

も

、
；
：

_

い
農
村
都
市
、：：市
場
町
，発
坐
め
現
実
的
契
檄 

i

な
る
の
で
あ
る
が
ノ
そ
れ
は
局
地
間
分
業
で
^

る
こ
之
に
は
変
り
が
な
く
、
個
；々 

' 

_
 

.
の
共
同
体
内
の
局
地
内
分
業
と
'直
接
同
義
で
：.も
な
く
、：

い
わ
ゆ
：る
自
給
自
足
的
再
生 

|_ 

I
:
:

產
圈
上
い
っ
.
.て
も
或
る
範
囲
で
の
局
#

.

の

分

業

と

交

換

を

，
前

提

と

，
す

.
る

の

で

あ
 

ノ
 |

へ、る
。
.
.

」

こ
の
■点
で
は
局
地
的
市
場
論
の
理
解
に
よ
く
み
ら
れ
る
自
給
自
足
性
の
狭
い
把
. 

§

握： (
局
地
内
分
業
i

局
地
間
分
寒
の
.：同
：

1

0

に
.は
、，
重
大
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と 

|

'-
:

:い
え
〃
よ
ぅ
。

た

だ

：再

生

産

圏

の

範

囲

が

：_中

世

都

市

的

地

方

的

市

場

圏

よ

り

狭

け

れ
 

I

V
ば
、
：そ
れ
だ
け
農
村
内
部
で
.の
相
互
分
業
の
.性
格
は
V
一
層
明
^
に
出
て
ベ
る
の
で
あ 

se
r
*

り
、
;

逆
^

j
.

れ
が
広
が
る

.と
、

中
世
都
市
的
な
都
市
を
媒
介
と
し
た
隔
地
間
分
業
に 

Ke
v
.
.組
み
こ
ま
れ
る
可
能
性
が
増
え
る
の
1
で
，あ
る
か
ら
''

こ
の
意
味
で
は
'̂

鄭
斷
か
象j 

、：般
ょ
り
も
そ
の
混
在
を
農
村
都
市
発
生
の
ょ
り
基
本
的
な
条
咪
と
し
^
ょ
ぃ
で
ぁ
ろ

う
。
：
問
題
は
こ
の
混
在
を
余
り
単
純
化
し
て
は
な
ら
ぬ
.こ
と
'(

少
.く
と
.も

一
定
.
の
；
地

域

的

分

業
.圏
、
市
場
圏
の|

■潔
と
し
て
理
解
す
る

こ

と

)

、
.
さ

ら

に

そ

.

.

.

.

.

.
 

-
.• 

-
 

•
-

れ
は
地
方
内
に
お
け
る
地
域
的
隣
接
に
よ
り
直
接
的
に
補
わ
れ
る
し
,

.ま

た

地

方

間

或

：
は

国

民

経

済

間

の

隔

地

間

分
業
：や
：市
場
に
よ
っ
て
さ
え
も 

辟
接
的
に
補
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
一

方
に
お
け

る

签
沐
条
件
に
支
え
ら
れ
て
始

め

，て

い

え

る

こ

：

と

で

あ

っ
.て
、
.
そ
れ
は
そ
の
条
件 

の

欠

如

し

た

上

ラ

ゥ

ズ

ィ

ッ

ッ

：
地

方

の

：
状

態

：
：

(

農

村

都

市

、

市

場

：町

の

微

弱

な

存

在

 

>

:を

み

れ

ば

明

白

で

^

^

。

 

：

.

:

,

(H

.
さ

て

以

上

に

の

べ
.
た
局
地
間
分
業
の
.混
在
、
；隣
接
’に
'つ
，
け

加

え

て

、

さ

.ら
に
直
接
的
な
都
市
も
.し
く
は
市
場
的
定
住
発
生
の
契
機
と
^
る 

の
は
、
.
同

~*

産
業
部
門
内
の
専
門
化
、\
分
業
化
の
前
進
で
あ
.!
)

、
.
特
に
加
エ
エ
程
の
独
立
と
.地
域
的
集
中
が
注
目
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す 

で
に
第
十
表
で
み
た
よ
う
に

、

局
地
間
分
業
の
成
立
す
る
地
域
で
は
か
&

り
.広
範
に
農
村
エ
業
が
普
及
'̂
.農
村
都
市
ば
；か
り
か
幾
つ
か
の
工
業 

的
村
落
の
.
一
群
が
き
わ
立
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
或
る
特
定
の
.村
落
が
、
:
都
市
的
定
住
と
な
.っ
て
行
く

為
に
は
、
' 
今
迄
の
ベ
た
局
地 

間
分
業
の
存
在
だ
.け
で
.は
不
十
分
で
あ
っ
T

-'
v

x
隹

.
つ
.ま
り
局
地
間
分
茱
.の
特
殊
な
類
型
と
し
て
*

村
エ
業
内
部
に
.お
い
で
加
エ
過
程
と
.そ
：れ
へ
の
原
料
生
産
過
程
の
地
域
的
専
業
化
が
起
る
こ
と
に 

よ
っ
て
、：
農
村
工
業
.に
必
然
的
に
伴
う
農
業
と
の
兼
業
化
か
ら
工
業
活
動
の
専
門
化
が
進
み
、，
か
く
し
て
単
純
な
工
業
村
落
と
周
辺
農
村
と
の
商 

品
交
換
だ
け
で
な
く
、
：「

般
の
農
村
工
業
的
村
落
と
加
工
過
程
の
.集
中
し
た
.村
落
と
.の
間
の
工
業
製
品
.

(

原
料
及
び
半
製
品)

'.
の
商
品
交
換
が
行
わ 

れ
る
こ
と
と
な
る
。：
つ
ま
り
‘農
産
物
と
手
工
業
生
産
物
と
の
間
の
：局
地
的
商
品
交
換
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
生
産
エ
程
に
_あ
る
エ
業
生
產
物
の
局 

地
的
商
品
交
黎
こ
そ
、.
局

地

的

(

地
域
的)

再
生
産
圏=

市
場
圈
の
.立
体
的
構
造(

ゥ
.ヱ
ー
、、ハ
.丨
の
集
奶
性)

'
:を

示

す

も

の

で

.

こ
の
よ
う
な
. 

加
エ
エ
程
の
集
中
は
そ
れ
自
身
、
值
常
的
市
場
取
引
を
ひ
き
起
，す
契
機
で
あ
.る

が

：、.ザ

ク

セ

：
ン
，
に

つ

い

て

は

、

.

.繊
雜
エ
業
に
お
い
て
の
み
、.
そ
の 

.例
証
.を
.見
出
.じ
.う
る
°

. 

.
‘
/

A

、

す

な

わ

ち

先

に
•
の

べ

：
た

ヶ

ム

H

 

:

ッ
ッ
市
の
漂
白
独
占
に
対
し
、
周
辺
.
の
農
村
エ
業
は
、：独

自

に

も
;<
'
'
;
.り
の
漂
白
所
を
建
設
し
て
対
抗
し
た
の
，
 

で
あ
る
が
、

こ
の
も
ぐ
り
の
漂
白
所
は
、
村

々

に
- %

つ
く
ら
れ
：た
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
主
要
な
も
の
->
:

' 1
.

て
は
農
村
都
市
の
そ
•れ
が
名
差
さ
れ 

.

近
世
初
頭
中
^

ド
ィ
ッ
の
農
村
都
市
、
.
市
場
町
に
つ
い
て
^
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匕
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匕
四

j
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て
い
る
の
.で
あ
る
。
す
■な
わ
ち
シ

.
ユ.ト

ル
，ベ

ル
グ
..、
フ
.
.ラ
シ
.ケ

.

ン
'

ベ
.ル
グ
’
.
.オ

エ.デ
ラ
ン
、
.チ
_
ョ；.パ
ゥ
、，グ

.
リ
ユ
ン
ハ
イ
ン

、
‘

デ
ー
べ
.
.ル
.

ン
、

、
. 

イ
ニ
ッ

ヘ
ン
、
ラ
イ
ズ
ム
ヒ
、
グ
リ
ム

マ
、
ミ
ッ
ト
ヴ
ァ
イ
ダ
、

ぺ
ニ
ヒ
、

‘

ロ.
.ホ
リ
ッ
ッ
に
つ
い
て
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
.(

5

>̂
7)

。
こ
の
内
千 

一
0

百
五
十
：一：
年
；に
ロ

：っ

ホ

リ

ッ
'7
の

み

が

、
.
ヶ-A
ニ.
ッ
ッ
に
次
ぐ
第
ニ
め
独
故
敗
歡
白
所
と
じ
て

ラ
ン
考
ス
：
.
へル

か

ら

承
さ
れ
た

が
、
他
は
非
合 

:

法
と
さ
杇
て
：\/
>

る

。
：
そ
.
し
.
で

農

村

：が

石

自

生

的

に

；都

市

と

；な

'
っ

釭

も

：
の

五

ネ
 

で
、;:
農
村
都
市
と
は
.い

'5
!
%

.の
の
、'
冬
.の
全
て
が
必
ず
し
，' %

純
#

:

の

農

村

都

市

：と
は
ト
い
：
え

^

ゆ

.
レ

工
業
の
中
心
地
と
し
て
活
発
な
動
き
を
：み
せ
て：

い
る
こ
と
に
注
.意
す
.ベ
き
で
あ
ろ
5

。
と
こ
.
ろ
で
こ

の
よ
う
な
農
村
都
市
..に
お
.け
.る
も
ぐ
り
票
白 

所
の
速
設
は
、
.先

，に

の

ベ

だ

よ

う

な

麻

織

物

工

業

内

.に
お
.
け

る

分

業

が
，

特

権

的

な

.'ヶ
ム
一
一
ッ
ッ

'漂
：白
所
と
周
辺
農
忖
の
間
の
分
業
を
こ
え
て
、
 

よ
り
局
地
的
な
範
囲
で
都
市
^

農
村
の
.間
"に
成
立
し
た
a
,と
を
意
味
し
て
.
.い
る
。
.ぞ
れ
ば
-ま
た
こ
の
よ
う
な
_

一
 

部
門
内
部
.で
の
特
化
に
基
く
商 

品
交
換
'
:
:

(

眞

ハ

半

製

品

を

め
.ぐ
る)

へ
を
.こ
れ
ら
の
農
村
都
市
を
中
心
.に
：成
立
せ
1>

め
た
の
.
で
あ
っ
，て
;'
^̂
^

所
に
.
..っ
い
て
の
苦
情
も
、.
漂
白
独
占
に
基
く
営
業
独
占
，

(

最
終
加
.

H

品
と
し
て
の
漂
白
麻
織
物
の
'1' 

手
販
売)

'
/が
、

も
ぐ
り
漂
白
に
基
く
商
品
販
売
に

•
、主 
2
 
ノ

よ
っ
て
く
ず
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
と
に
、
最
大
の
重
点
を
和
い
て
い
る
.の
で
あ
を
。
.従

っ

て

も

.ぐ
0.
-

漂
_白
.の
禁
.止
と
共
に
、
そ
の
製
品
の
販
売
の
禁
■ 

止
が
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
.
こ
.
の
よ
.う
な
局
地
的
な
半
製
品
、

完
製
品
.の
商
品
舨
売
は
、

歳
市
ば
勿
論
、：.
週

市

に

お

.
い

て

も

行

わ

れ

た

こ

と 

は
、
農
村
都
市
の
発
生
に
と
っ
.
て
重
要
な
意
味
を
有
し
た
で
あ
ろ
.う

a

そ
し
て
そ
の
限
り
で
こ
れ
ら
の
都
市
は
、

M

村

工

業

.の

中

、レ

地

と

し

て

立

置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ヶ
ム
ニ
ッ
ッ
の
よ
う
な
古
典
的
中
世
都
市
の
市
場
体
制
と
は
、：
対
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
：の
で
あ
る
。
十
五
|1
-
ー
紀
に

■ 

• 

• 

. 

.

お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
対
立
が
、
実
際
に
み
ら
れ
た
'こ
と
は
、パ
ヶ
ム
-

ッ
ッ
市
側
の
も
ぐ
り
漂
白
所
に
：つ
い
て
の
苦
情
の
内
に
は
っ

き

り

と̂

' 

- 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

.

• . 

■

,

B

'

さ
て
我
々
は
麻
織
物
工
業
に
.つ
い
て
は
、
局
地
的
範
囲
で
.
.の
分
業
の
進
展
が
、
加
工
部
門
の
集
中
し
た
農
村
に
疸
常
的
.市
場
を
造
り
だ
す
、
 

よ
り
直
接
的
契
機
と
な
る
こ
と
を
確
か
め
え
た
が
、
.
金
厲
ェ
業
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
金
嵐
工
業
に
つ
い
て
は
シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
エ
ン
べ

/

グ
は
周
.辺
の
-農
失
-
エ
樂
和
落
に
対
し
.

武

器

* 

.剑
金
等
Uの
.完
製
品
.の
生
産
が
き
わ
立
.ち
、
ァ
ゥ
周
辺
で
も
都
市
化
1>

た
ノ
イ
. 

'ゾ
..ュ

テ

ツ

テ

ル

で 

，は
匙
、
チ
ョ
ラ
ゥ
で
は
釘•

針
•

ァ
ゥ
匙
用
延
板
で
、

ァ
ゥ
を
除
き
完
製
品
の
生
産
が
目
立
っ
て(

|

於
。
従
っ
て
.或
る
程
度
繊
維
工
業
と
司
様
の 

推
定
を
な
し
う
る
が
、
；他
の
村
で
も
加H

品
生
產
が
行
わ
れ
て
お
り
、
：
繊
維
工
業
ほ
：ど
明
白
に
.は

部

門

内

局

地

的

専

業

化

の

事

実

は

.認

識

し

え

な 

.い
。
し
か
し
他
の
地
方
、
特
に
へ
ツ

セ

ン
の
例
か
ら
、
我
々
は
金
厲
エ
業
地
带
で
も
^
村
| ^

部
か
ら
布
場
が
_発
生
す
る
に
は
加
エ
過
程
の
集
中
が 

大
き
な
役
割
を
買
っ
.
て
い
る
こ
と
を
.つ
ぎ
と
め
る

と

と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
南
へ
：
.
ツ
セ
ン
の
農
村
金
.属
T

業
池
帯
で
は
.ェ：ツ
プ
.
シ
ユ
タ
イ
ン
、
 

ヶ
丨
-

ヒ
シ

H

タ
イ
ン
'、
オ
ー
バ
ー
.ゥ
ル
セ
ル
の
農
村
都
市
、
市
場
：町
が
'あ
る
が
>

::

こ
れ
ら
は
，い
ず
れ
も
他
の
水
.車
と
共
に
金
属
加
エ
用
の
研
磨 

水

車

s
c
h
l
e
i
f
I
M

を
も
っ
て
お
り
、
：特
に
、：
純
粋
.に
農
村
か
ら
自
生
的
に
都
市
と
な
っ
た
才
丨
バ
.丨

ゥ

ル

セ

：ル

で

は

、

十

六

：世

紀

：：に

実

に

五

.つ 

の
.？
磨
水
車
が
存
在
し
て
お
り
、.
明
ら
が
.に
加
工
業
の
集
中
が
、.
周
辺
の
農
村
’の
^

か
ら
：特
に
こ
.の
農
村
を
都
市
化
し
■た
こ
と
.が
明
自
で
紐
就
。

V
.V

の
他
同
地
方
の
農
村
市
場
と
は
：っ：き
り
い
え
る
ノ
：イ
ヴ
ァ
イ
ル
ナ
ゥ
で
も
織
物
工
業
の
縮
絨
水
車
：：：

と
共
に
研
磨
水
車
の
存
在
が 

確
か
め
う
る
。、
こ
れ

ら
の
例
が
ら
、
我

々
は
間
接
.に

‘、
ェ
ル
' 7

山
地
地
帯
で
も
都
市
化
し
た
農
村
：と
周
辺
：エ
業
村
落
の
間
.に
或
る
程
度
の
局
地
的 

専
業
化
と
そ
れ
に
菡
く
商
品
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
と
.推
定
し
'う
る
の
で
あ
る
。
.
.
;
:
ぐ

.

C

な
^

純
農
業
.地
帯
.に
つ

い
て
は

、

も
っ
：と
不
明
で
あ
■る
が
、
こ

れ

：も

へ

ッ
セ
.
' ン

の

例

か

ら

加

工

.過

程

の

集

中

と

農

村

都

市

の

発

生

の

相

関
 

関

係

：を

推

宠

し

う

る

。
:.
:
す

な

わ

ち

南へ.：ツ
セ

ン

(

と

い
う

ょ

り

上

ラ

イ

ゾ

に

近

い

地

域

)

0:
純

農

業

地

帯

の農
村

都

市

にお
い

て
：
は

、
：
主

穀

の

加

工

業
 

と
し
て
の
製
粉
業
の
集
中
を
示
す
製
粉
水
車
の
存
在
が
、
は
：っ
き
り
と
示
し
}

る

。

今
そ
の
若
平
の
名

.

を
示

せ

ば

、
：
..

フ
ン
ダ
、
ゾ

土'

タ

：
ツ

，
ト

、

オ

ツ

フ

ェ

ン

パ

ツ

ハ
ラ

シ
ゲ
ン
，
パー

ベ
ン
ハ
ゥ
ゼ
ン
、
ヒ
ル
シ
ユ
ホ
ル
ン
、
キ
ル
：

匕
：ハ
イ
''
<

::

ヴ
.ダ
^

フ
リ
丨
ド
等
セ

^?
^

0

特
に
フ
ン
グ
シ
ェ

タ

ッ

ト

ば

十

六

世

紀

：：に

純

粋

の

自

生

型

市

場

W

で

あ

る

が

、.千

五

百

七

十

年

に

実

：に

十

の

：製

粉

水

車

を

玉

ち

、
：：半

六

苗

写

^

に
ま
で
垌
ぇ
て
い
る
。
そ
し
て
周
辺
の
農
村
は
、
こ
の
市
場
町
の
水
車
'で

0
.:み
.製

粉

，を

す

べ
.
し
：ネ
の
；禁
制
令
を
受
げ
て
純
:^

,ま
た
.キ
ル
ヒ
ハ
イ 

ン
も
商
生
型
農
村
都
市
：で
あ
る
が
、
：と

.

一：こ
^
は一

.
1

孟

'

近
世
初
頭
^:
部
ド
イ
ッ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
‘に
つ
い
て
㈡
へ；
：
'

.

V

.

/

:

.

五
九
，
人
七
四
三)

.



を
飛
躍
^

に
.矿
進
せ
し
め
る,

.こ

れ
が
、し
わ
ゆ
る
局
地
内
分
業
：で
知
る
。

我
々
は
ザ
ク
セ
ン
に
つ
い
.て
は
、
.'余
り
詳
し
い
へ
分
析
を
な
し
え
な
い 

が
、
ラ
ィ
ン
ェ
フ
ン

'ド
'
.ベ
ッ
セ
ン
に
つ
い
て
は
各
議
地
域
別
の
農
村
都
市
の
局
地
内
分
業
の

.実
体
を
第
十
三
表
で
知
り
顏
。
と
.れ
を
見
る
と 

繊

維

工

業

地

帯

，、

金

属

工

業

地

帯

、
' 純
農
業
地
帯
で
夫
.々

局
地
内
分
業
は
、./

基
軸
部
門
と
の
関
係
で
.か
な
り
異
っ
，た
展
溯
を
示
し
て
い
る
が
、
こ 

れ
を
今
概
括
ん
て
み
る
と
、
：：
最
も
発
達
を
示
し
で
い
を
の
は
、

皮
鞣H

、

次
い
で
鍛
冶
屋
、

織
物
ェ
、

製
靴
エ
、

醸
.造
ェ
、

製
帽
ェ
、

凍
瓦 

H

ン.
ン
屋
.

木
材
関
係
業
仕
立
エ
、
染
色
.ェ
、
肉
屋
、
等
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
順
は
判
告
書
の
示
す
局
地
内
分
業
の
展
開
度
と
、
•
ほ
ぼ
同 

じ
霞
庐
を
示
し
て
.
1る
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
西
ド
ィ
ッ
の
両
方
の
判
告
書
で
は
'

皮
截
エ
は
三
十
七
力
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ 

の
庐
七
が
€

市

ニ

十

が

市

場

町
-I
-
が
村
落
、.
煉
瓦
エ
が
十
二
の
内
五
が
市
場
町
、'
七
が
村
歡
、
製
靴
ェ
が
六
十
五
の
内
十
が
都
市
、
一
一
十
五 

が

場

町

.

四
十
力
村
落
？
仕
立
ェ
が
六
士
一
の
内
六
が
都
市
、

.-
P

V

が
市
場
'町
、
四
十
五
.が
^
!
^
.
織
物
ェ
が
五
十
西
の
内
、
.
四
が
都
市
、
九 

力T
t

場

町
.
'四
十
一
ガ
村
落
、
'石

灰

焼

が

一

一

十

九

の

内

、

-
一.が
都
市
、
三
が
市
場
时
、.
一
一
十
四
が
撕
紙
と
い
っ
た
順
で
あ
る
。
北
ザ
ク
セ
ン
の
千 

.
五
百
四
士
一
年
に
人
口
三
百
九
土
ハ
人
の
シ
ル
ダ
ゥ
で
は
靴
屋
九
人
、
仕
立
屋
五
人
、
.大
工
四
人
、
.锻
冶
屋：

三
人
、
パ
：

V

屋
三
人
、
桶
屋
三
人
、
 

車
屋1

一
人
、
：
肉

屋

、
二

人

、

運

送

屋

I
K

、

.

.製

粉

屋

ニ

人"

麻

織

ェ

ニ

人

、
.
陶

ェ

ニ

醸

造

業

者.一
入
、
：.小
売
商
人
，一
人
、
蠛
製
造
人
一
人
、
宿 

屋
ー
人
の
職
業
構
成
で
あ
っ
た
。
.
こ

れ

ら

の

数

字

か

ら

我

々

は

近

，世

初

頭

に

お

け

る

農

村

都

市

、
.
市

場

町.に

お

げ

る

局

也

内

分

叢

は

、
.食

料

加

工 

業
と
共
に
衣
及
び
住
i

す
る
諸
産
業
部
門
、
と
り
わ
け
衣
料
関
係
の
加
工
業
に
：f

:

べ
き
進
展
が
あ
る
こ

I

f

。
こ
_
の
場
合
衣
料
と
い
っ
：
 

I

”

織

物

ェ

、

染

色

ェ

、

仕

立

H

等

だ

け

で

は

な

く

、

製

帽

H
、

皮

鞣
H

、
v製

靴R

等

を

も

含

む

の

)

2

っ
て
、
，
こ
ぅ
し
た
第
一
：
一
次
的
衣
料
品 

‘

業

.の

発

達

力
'
.
.
. 

'

当

時

最

高''
0

展
開
度
を
み
せ
.て
a
>
.た

と

姦

、「

局

地

間

分

策

の

震
'に
伴
1

民
衆
め
'生
活
水
準
め
旬
上
.を
間
接
的
に
示
し
で
パ
る 

と

し

え

ょ

ぅ 

'
ト
ヴ
ン
ヵ
丨
は
皮
鞣
業
办
萷
雙
m

場
町

：に
.お
い
て
専
業
化
し
や
す
い
の
.
1

農
村
に
お
い
て
は
兼
業
と
し
玉
呂
ま
れ
ぅ
る
た
め 

に
都
市
で
の
み
0

立
.つ
.の
だ
と
.
い
：っ
て
い
る
が
、
.
そ
れ
ら
が
都
市
、一.
市
場
町
',に
お
い
て
の
み
専
業
化
し
や
す
い
の
.は
、

も
っ
と
積
極
的
な
理
由 

が

あ

：る

が

ら

で

あ

ぅ

て

、
ハ

そ

れ

と

そ

基

軸

産

業

を

啦

心

と

す

，る

局

地

内

専

業

化

の

前

進

と

い

ぅ

ご

公

で

あ

_ろ

ぅ

。.そ

.し

芝

近

肚

初

頭

中

部

ド

ィ

ッ

の

農

村

都

市

バ

市

場

町

に

つ

ぃ

ヤ

⑶

ノ

.

.

六

’

ス
匕
四
五
ノ

'勸  

，蘼

第十三表

. . .. 娥 維 工 業 都 市  

( 4 5 都 市 )

金 厲 ェ 藥 都 市  

：； ( 2 6 都 市 )

知 農 業 都 市  

( 3 0 都 市 ） ! ‘： 計 ‘

皮 鞣 ェ 2 0

' ニ : I : . .

■.；

4 3 5

' 锻 . . 冶
屋 :

2 0
8

2 8

i 織 物 ' ェ 1 4  .
1 2

2 6  .

' 醸 造 ノ ェ 1 0 ； 3
1 1 2 4

m 、靴 パ ェ 1 0 5
3 1 1 8

. 製 M  ■ ェ 1 0  ‘ 4
2 1 6

煉 瓦 X ； 7  ' 2
6  : ... . 1 5

パ .. :ン

屋
1 4  !

仕 立 て
ェ

3
ニ ニ : : . 念 .. ゥ . / 7

' 肉
/ . . . .

' 屋 1
...4 2  r .

r

7  ’

漁 師 ' ン  3  i ：： マ ： 」 .： - へ 6

大 へ ェ ' ベ ' 2 2 2
6

木 材 関 係 業
者

1
3

.く: い  2  ...... 6

染 色 ェ . -； . . ；-. ノ ■ 1  ノ
4 ' 5  ，

: 船 舶 業 者
:.ノ.'' . ：：. ' . ； .

. : .... ''へ , 5  ； . • 5

家
具 師

. . . 1 :
4

木 ' : 製
品

J 2 A

， 錠 ；

从 ハ 、.

H U
ェ 2  . 3

運 搬
屋 . . . . 1 ....

2 . 3  .

石 切 J ： , " 1 , , ‘
1 3

炭 m へ .'— 1
、 3

,
.六
〇
：
.

(

七
四
四

)

:
r

 

,
:办
ら
、;:
純
農
業
地
帯
で
さ
ぇ
'

農

村
.ー
，
般

が

市

場

町

、

1
都 

,;r 

:.•
■
市
化
す
る
の
^

は
^

::
<

、:

加

工

業

め'集
中
し
.た
地
点
が
、
 

•
.特
に
え
ら
ば
れ
る
‘こ
と
を
'知
る
。
：そ
;1
.
て
.、
：；ザ
ク
セ
ン
，の 

一
マ
ィ
セ
ン
地
区
に

|
お

：
い'-
.

^
ロ
.マ

ッ

；：
チ
：
^

 ̂

ロ
ス
ヴ
ァ
ィ 

ン

、

一
ア
ー
ベ

.ル
ン
、
.
'■>

ュー

、ゲ
ル
ン
、
オ
シ
ャ
ッ
ッ
等
の

ヴ«

諸

都

市

：の.週
市
が
.穀
物
市
場
と
，'し
て
意
味
を
も
つ
て
い
た

り

：
 

,

:
よ
^

と
も
、：.'こ
;0
:

種
;©

局

地

間

専

業

化

.
の

存

在

を

暗

示

し

て

.C

1
;'(

注91)

、

る
と
し
■え
よ
ぅ
？

-

:t
e

:
 

.

st
a
v
yパg

,:.

以 

市
場
町
の 

參

'
発
生
に
は
;:
'

社

会

的

分

業

の

：農

村

内

部

^

お

け

る

集

約

的 

|
'
へ
展
開
が
必
要
身
件
贫
ぁ
.り
、
：'
こ
れ
に
：は
異
種
の
諸
産
業
部 

bu
c
h
,
:門

の

地

域

的

特

化

と

共

.に
、'
,同

一

部E

内
の
地
域
的
専
業 

g
:

;
化
が
含
ま
れ
て
^

る
こ
_
と
が
判
つ
.
た
。
従
つ
て
農
村
工
業 

^

1

1

^

I
.

.を
充
た
す
も
の
が
、
.
'恒
常
的
市
場
定
住
地
と
■な
る
の
で
あ

er
,

つ
^

，
そ
：の
諸
条
件
は
広
い
意
味
で
局
地
間
分
業
と
名
付

ys
:;
':

Ke
v
i

B
れ
る
"V

こ
：.の

よ

ぅ

な

広

狭

の

.局

地

間

分

業

を

軸

に

し 

;'
E; V
始
め
、
特
定
.の
農
村
内
部
の
諸
手
工
業
は
専
業
化
の
道



業

が

，金

属

工

業

及

び

織

維

工

業

地

帯

に

お

い

て

ノ

純

農

業

地

帯

よ

り

も

ー

層

進

ん

で

い

:̂

の

.%

、_
塞
軸
産
寒
の
重
要
度
如
何
に
.よ
る
局
地
内
分
業 

.の
展
開
度
の
差
を
示
も
^

い
岁
と
ー
い
^

よ
；
^

。

)

^

.
•ま
た
金
厲
エ
業
以
外
の
瘀
維
エ
業
、
：：養
業
地
帯
で
は
生
産
財
産
業
^

1>

、で
：の
.：：鍛
冶
屋
.の
.

^

^

の
大
き
い
こ
ど
も
注
目
す
べ
き
で
あ
っ

..
’
.

.

.

.

•

.

. 

.
*

て
.
こ
：こ
.
に

金

厲

製

ロ

ち

内

.い
'
わ

ゆ

る

半

製

品

の

占

め

る

；位

置

が

大

' #

い
こ
.：と
も
判
各
じ
、

，
基
軸
部
門
の
：如
何
に
よ
.っ\
て
1

地
内
分
業
の
展
開
が 

か
な
り
ち
が

っ

'
て

く

る

こ

と

^

知

り

う

る

、の
で
あ

る

。；
.さ

て

以
上
の
よ

5

な
局
地
内

分

業
の
'展
開
.に

：

こ
れ
が
割
含
に
下
位
にあ

..

る
：.の
は
、
.
こ
れ
ら
農
村
都
市
、

-m

場
.町
が
、
：：：'か
な
り
の
兼
業
農
家
を
含
ん
.で
い
.る
'か
ら
：で
あ
る
。
.
勿
論」

^̂ 

て
局
地
内
分
業
の
1
刖
進
や
借
屋
人
、ン
小
屋
住
農
の
大
量
の
存
在
に
示
さ
れ
る
労
働
カ
.の
部
分
的
若
し
く
ば
全
面
的
商
品
化
は
.、

こ
.
.
の

種

の

産

業

を
 

し
て
局
地
内
で
推
進
せ
し
め
る
の
で
.あ
る
が
、
.;
;
同
時
.に
.後
に
'み
る
よ
う
に
か
か
る
貧
農
歡
.の
;̂
_

卸
、..

小
生
産
者
化
も
農
村
工
業
の
進
展
と
共
に
：
. 

;

ら
れ
る
の
で
あ
ヶ
.
そ
の
場
合
彼
ら
は
若
干
の
農
地
で
も
保
有
す
る
小
農
と
：な
る
傾
向
を
も
つ
の
で
あ
る
。
我
々
は
ザ
.ダ
セ
ン
の
該
当
地
域
に 

つ
-V

て
も
か
か
る
兼
業
，を
推
定
し
う
る
材
料
を
若
干
は
も
っ
：て
い
る
。
す
な
わ
ち
先
に
も
ぐ
り
歡
自
所
の
あ
づ
た
農
村
か
ら
の
自
生
的
小
都
市
の 

内
フ
ラ
ン
ヶ
ン
ベ
ル
グ
、

' 

シ
ュ
ト
^
 

^
 

 ̂

.
>
4 

^
 

 ̂

^
 

h
 

ァ
ィ
ダ
：共
農
地
も
し
く
は
：そ
.の
保
有
者
の
存
在
を
確
か
め
^

^0. 

ま
た
北
ザ
ク
セ
：ン
め
小
郗
市
の
農
業
経
営
の
市
民
総
数
へ
の
割
合
を
第
十
四
表
で
み
る
と
.、：：入
ロ
五
百
以
下
の
小
都
市
は
ヴ
ナ
ー
レ
ン
ブ
リ
ュ
ッ 

ク
、

ユ
ー
ビ
ガ
ゥ
:'

シ
；ル
ブ
ゥ
で
あ
る
が
，、
い
：ず
れ
も
全
戸
数
の
忘
割
か
ら
七
割
が
：農
地
を
持
フ
て
い
.る
。
.さ
ら
に
人
ロ
千
人
ま
で
の
都
市
で
も 

そ
の
割
合
は
、

三
割
で
^

っ
て
、
.
放
牧
地
：の
.多
い
.と
，こ
.
.ろ
も
あ
り
、.

^
ロ
^
^
^
 ̂

ま
た
：ラ
ィ
ン
ラ
ン 

ド
'

へ」

ッ
M

に
つ
い
て
は
繊
維
工
業
都
市
で
七
十
五
.•五
％
の
都
市
に
、
金
属
エ
業
0

都

市

の

六

十

九
_1
:
ー％
に
兼
業
農
家
の
か
な
り
の
存
在 

が
確
か
め
う
る
。
こ
：の
よ
.う
な
点
で
は
、：
農
村
都
市
の
局
地
内
分
業
の
進
展
妹
、
.
チ
：
：〒
ッ
.ク
：さ
れ
、V

い
わ
：ゆ
る
自
給
自
足
的
農
讲
市
民
都
市 

A
c
k
e
r
M
r
g
e
r
s
t
a
d
t

の
性
格
が
前
面
に
で
て
X

る
の
で
あ
る
。
：そ
し
て
こ
れ
の
程
度
は
、
ま
さ
に
局
地
間
分
業
を
軸
と
す
る
局
地
内
分
業
の
展
開 

及
び
蠢
層
の
分
解
の
様
式
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
：
そ
れ
は
自
然
的
地
理
的
条
件
と
共
に
V

封

建

制

の

内

部

構

造

と

.
い

う

す

ぐ

れ

て

社

会

的

経

済

第十四表

の 種 類  

都 ホ \  ン

名^ ^

市
民
総
尸
数

―-；------- ■ • ■
主栽耕地 牧 草 地 菜 園 葡 

萄 . 
畑

榖

倉: 数 : % 数 % m %

Torgau 455 65 14 12 2.6 87 19 , 15—Eilenburg
Bitterfeld

209
118 21 23 6 ン 5. 4 3. 3

■ ._ 10
5Dttben 119 59： 58 10 8.4 23 19 9Belgern :ン：

m 49 28 ― ― ■ 38 21 6 15Liebenwerda 173 ； 11 6.3 88 50. 8 • ■ ■'__
...... J e s s e n . ’ '215 31 14,4 23 10. 6 110 51 33 25Uebigou 71 38 53.4 16 22.5 . ___ .. ■ . t :

Herzberg 273 70: 25,6 75 27 67 24 20...... Scliildau ■
7 7 . 46 ‘ 59 .■.へ.― ―：...... 3 3 .9Prettin 128 48 31 112 87. 5 ■ -_ _ .. ». ---- 53Kemberg .224 75 33,4 . - ― ― . 78 34 - ____ 25Dommitzsch 140 44: 32 . ― ン、一 . 3 . . . . 21Wittenberg, Stadt 

" Yorstadt
415
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5 

9
- 

^
 

~ 

^
 

^
 

^
 

^
 

7
 

. 

.

-

1

的
条
件
祀
よ
る
の
で
あ
る
？ 

' 

:

^

 

W
 

ー

—

i

_

二
 

6 

- 

2

 

3
 

- 

■ 

Z

 

4

-:
-

:

.
.'
;

|

.

.よ
ぅ
な
局
地
内
分
業
の
展
開
は
、
.局
地
内
の
商
品
交
換

——

！ 

I——

1

-

―-
1
―

1

1

!•
:

I
 

■ 

I 

I

I
 

■

て

を
麋
開
ず
る
亡
と
に
よ
^

て
、
農
村
を
内
部
か
ら
近
代
化
す
る

園
；

%
' 

- 

 ̂

^
 

|

34
.

,

.3
:

-
■
.

.

.

..

H

i

?

.

:

、

.
、
'

.
V

 

.
こ
へ

I

I

I
 

I

I

I

 

: 

3

:

1

,

40
';
''
:

，要
因
て
‘：あ
つ
.て
' 

こ

れ

を

、ゥ
工

■:

丨
、、ハ
ト
は
最
小
の
：集
落
^
^
^
^

菜

数

.
-
が 

ー
4

烈
相
へ
|

11
0

「

^
^
^

 ̂

 ̂

3
故

如

.1:, 

.
16
8

;
商
品
交
換
と
名
づ
け
：て
1;
>
:る
。''
し
か
し
そ
れ
自
体
は
、.
：
今
乞I

み 

M 

%

.6
^

:| 

5

'セ
ー
.
.
8

、
6 

5々

-

5

--
. 

T

4

:

,'

瓜

"
羞

り

、
' 
局
地
間
分
業
を
軸
と
し
て
始
め
で
本
格
的
に
^
^

I
.

 

^『

ド

ー

如

邱
.̂8
”

^4
53
-4

^
 一59
 ̂

ユ
，
.ッ

ヒ

ャ 

I
:
;

数

65

一
 

.
21
59
'
49
'
11
31
,

.
38
'

70
46
48
;

75
:
,
:
44
:

66
22

.

,

|

:

づ':
-
-
:や

グ

声
^

I

こ

―

―

I

 

■ 

I

I

1

1.-
2

..
-
1
.
4:,
:

:

-

,nd
Re
f

'

,域

で

は

ァ

セ

，れ

に

対

応

す

石
！
！

辺

農

民

の

主

穀

そ

の

他

の

農

業
 

0 

. 

' 
一 

ノ 

ン

く

::
:

'

:

|(1
6.
:
生

産

物

の

供

給
%'

特
^

盛

.ん

に

疗

わ

れ

る

他
.'
\

:

,.'
-

.

:

'
nd
t

rs
t

a::
.

^

-
.
/
名
、

 ̂

g 
d
 

 ̂

 ̂

r 

-
 

h 

^
 

f

0

^

 

0

^

蒙

 

l

l
Bi
t
t
e
r
f
e
l
I

M

E 

B 

.
-I
)

B
 

L 

J 

u

H
sc
p 

K

-

b 

w 

; 

w
st
.
ei
n

.ガ
こ
れ
は
従
来
と
ら

.え
ら
れ
て
い
る
よ

.り
、，■は
る
か
に
複
雑 

. 

jh1
.
y
v 

■ 

.

1,
.
'-
'

■
•-V

..-
.

.

■•.
 

■.
'-.
'-
•

■
:.
" 

:一.. 

.•
:
か
づ
立
体
的
構
造
を
示
1.
て
い
る
こ
と
が
判
マ
た
。
す
な
わ
ち

近
世
初
頭
ホ
部
ド
ィ
ッ
の
農
村
都
市
、
市
場
叮
に
つ
ぐ
て
^

,

■:
.
.

L 
て
c=
:

' 

- 

•

六
三
,
:

(

七
因
七

)



-

-

 

.

.

. 

.六四
：：
(

七
四
八

)

.

':

肩

村

内

部

に'̂
け

る

桓

常

的

市
—

a
成

立
^

は

、
：
中

世

撕

而

を

锻

節

占

笑

じ

た

首

都
 

.
必
要
セ
あ
を
が
、
^

隹

農

村

同
*

の
'陴
咕
办
歲
る
程
膨
办
専
業
咚
^̂

分
業
_

あ
る
。
こ
.
の
よ
ず
.欢

局

地

間

分

餘

は

良

锨

市

春

圏

办

分

：蕾

制

.̂

禮
が
り
合
：い
づ
：つ
、:■
地

域
^

#

化
が
抵
甚
_

憐
接
し
ぎ
ぅ
に
留
ら
ず
、

-
■ 

■ 

. 

' 

. 

; 

• 

•
-

. 

-

.
多

様

な

自

然

条

件

か

ら

局

地

的

に

混

在

し

あ

ぅ

の

で

あ

り

、

ご
；め

.種

の

集

約

的

‘

垂
直
的
局
地
間
分
茱
と
そ
農
村
内
部
に
お
げ
る
恒
常
的
市
湯
成

...:+.
 

•
,:
•
•广■:
;
■
•
'.
•
'
、

'
 

• 

;.■■
.
 

> 

.

;

'
 

.

.

.

.

.

. 

.

:

:'
■
:*
. 

: 

.
:
.

••
.
•.
.
.
. 

.

.

.

. 

. 

• 

' 

■

:
立
に
必
摩
な
基
軸
産
業
を
、
：農
村
内
部
に
力
強
ぐ
発
展
せ
し
め
る
の
、で
知
■

'

こ
；の

よ

ぅ

麥

ー

重

：の

意

味

で

^
^

T

部
|'
,,]
内

：の

加

エ

過

程

：の

地

域

的

集

中

；

(

：こ
れ
も
自
然
_条
件
に
：
か
な
り
；左
右
さ
れ

5;
:
.
:は

贷
^

場

的

村
■

ど

：の
：
'間

に

成

立

：せ

亦

め

n

c l

れ
が
，S

 

そ

し

て

：
こ

の
 

よ

ぅ

な

局

地

淵

分

業

の

童

層

妳

展

開

ひ

基

盤

の

上

で

,

小

都

市

、
.

市

場

吋

内
^

の
康
地
内
分
策
胸
丫
開
花
才
る
の
货
^

っ

で
、：へご
れ

は

局
地
内
商 

故
交
換
を
前
進
せ
し
め
.る
。
-:

と
同
時
に
こ
0
よ

ぅ

な

局

地

办

専

業

化

ぬ

、
' .
鳳

辺
.
の

農

村

及

び

エ

業

的

村

蒗

冬

の

間

に
% ;

--
*
定

め

厨

地
 

み

だ

す

。

.こ
の
局

地

間
交
換
：は
、

'.

先
^

の
べ
た
論

軸
產

業

亂

士

、

X

は

そ

れ
^

,

周

辺

農

業

と

の

局

地

：間
交
換
と
重

な

り

合

い

つ

，つ

行
わ
れ
る
の

で 

あ

る

。
.

と
.

の
.
よ

ぅ

に

農

村

内

部

か

ら

市

場

的

宠

住

を

成

立

せ

し

め

る

社

会

的

分

業

：の

前

進

と

ば

、
"

局

地

間

分

業

を

主

ど

し

「

た

も

の

で

あ

り

：
、
：
、
局

内
分
業
社
前
者
に
蓮
く
も
の
で
あ
る
；.と
.
.
.い
ぅ
こ
と
が
出
来
る
。
従
づ
て
こ
：の
種
の
社
会
的
分
業
を
局
地
内
分
業
か
ら
の
み
考
え
.る
こ
と
に
^

、
重
.

•
 

...
 

.

.

.••

.
•
. 

- 

.

:

.

.

.

. 

'

.

'..
.
.
.
.
. 

.

.

. 

.

. 

,

犬
な
問
題
が
.あ
り
、
い
わ
ゆ
る
局
地
的
布
場
圏
の
速
解
を
も
矮
少
化
す
る
：の
.で
あ
る
。：

::

例
え
ば
.農
村
.エ
業
の
盛
ん
な
エ
業
村
落
と
周

辺

農

村

の

自

' 

* 

.

.

.

.

.

.

給
自
足
的
洱
生
產
圏
=

市
場
圏
を
局
地
.的
市
場
圈
の
モ
デ
ル
；と
：す
る
場
合
で
も
、
%;

れ
.は

決

し

：

て
：：

局

地

内

分

業

の

発

展

の

み

に

よ

る

の

で

は

な
 

く
、
む
し
ろ
局
地
間
分
業
0-
.混
在
の
ヶ
ー
ス
と
し
て
把
握
さ
れ
る
ベ
き
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

V

定
の
地
域
的
：市
場
圏
の
；成
立
を
意
味
す
る
の
で
あ 

る
。
こ
の
意
味
で
、
中
世
後
期
，
近
世
初
期
の
農
村
都
市
、
市
場
町
は
へ
純
粋
の
局
地
内
市
場
と
：し
で
の
意
味
よ
ゥ
も
、
局
地
内
市
場
を
内
岜
す 

る
局
地
間
.市
場
と
し
て
の
意
味
を
強
く
も
つ
の
で
.あ
っ
て
.，
こ
れ
は
そ
れ
.ら
の
都
市
の
市
場
関
係
に
も
.よ
ぐ
あ
ら
わ
れ
て
.い
み
？

.

- 

• 

. 

V 

. 
■ 

.

.

.
:
•
+

 

.

.

.

 

*

•

A

第
一
■
に
本
節
の
最
初
で
も
の
べ
た
よ
う
に
、
農
村
都
市
、
市
場
町
に
お
け
る
歳
市J

a
h
r
m
a
r
k
t

の
重
要
性
で
あ
る
。
歳
市
と
は
一
年
に
没

回
教
会
の
祭
日
や
栽
|

|

開
か
れ
る
日
I

期
的
に
開
か
れ
る
市
で
あ
る
が
、
.，中
世
末
期
I

I

初
期
^
^
^
^

予
も
タ
に
大
き
我
々
は
すV

に
第
八
表
に
お
い
て
こ
：れ
ち
農
村
都
市
の
前
身
で
あ
.，る
農
村
市
場
に
お
い
て
さ
え
も
、
歳
市
の
比
重
が
. 

大
き
い
こ
：と
を
見
た
し
、V

S
と
共
に
市
場
町
、
.ポ
都
市
に
つ
い
：て
も
若
干
の
例
で

 ̂

I

に
第
九
表
に
よ
っ
て
へ
ッ
セ
ン
、
.ラ
イ
ン
ラ
ン
.ド

地

方I

村
都
市
、
市
場&

が

平

均

年

二

回

の

歳

市

I

設
し
て
い
t

と

をI
I
。

中
部
ド 

イ
ッ
に
つ
I
て

は

明

確

な

資

料

を

入

手

し

え

な

い

，が
.、
'
.
ガ

ブ

リ

エ

ル
.
シ
ュ
グH

に
よ
れ
ば
、

一
般
に
デ
ュ
丨
リ

ン

ゲ

ン

の

中

世

都

市

百
一
 

に
つ
い
て
週
市
の
記
録
f

も
の
：十
三
、
歳
市
の
記
録
あ
t

の
一
一
十

八

で

あ

ッ

セ

'ン
、'
ラV

ン
ラ
シ
ド
或
は
：判
告
書
の
示
す 

傾
f

略
同
様
.2

っ
た
こ
と
が
罌
し
う
る
。
と
の
よ
う
な
歳
市
で
.取
引
さ
れ
る
商
品
は
、
V判
告

書

g

 

.特
に
塩
•
胡

叙
•

首 

料
の
よ
う
な
調
味
料
や
酪
農
製
品
、
葡
萄
酒
等
の
特
殊
な
品
々
、
.ま
た
1

な
象
畜
類
、
。そ
れ
8

:
織
物
‘
麻
織
^

る雑
!

！

I

I

が
、
i

の
内
特
に
家
畜
市
場
と
濰
貨
I

売
さ
t

'
実
際
に
は
土
れ
ら
.の

市

場

は

、
，

卿

代

に

は

裏

に

結

合

し

て

.一 :::

つ
の
市
場
と
し
て
：開
か
れ
て
：い
る
場
合
が
多
；

と
こ
ろ
で
こ 

の

よ

.

.

.
グ

商
ロ

n
;特

に

家

畜

類

は
.
暴

蓥

憐

當

市

場

へ

营

こ

ま

れ

る

.も

の

も

あ

る
.が

、'.；:
.同

時

瘁̂
^
 ̂

(

或

は

国

際
的
黯
も

)

.

で
持
ち
こ
ま
れ
て
く
る
品
物
I

い
の
で
あ
る
。
■

こ
こ
：に
グ
ラ
ッ
ド
マ
ン
が
：指
摘
ず
る
地
方
的
有
力
都
市
の
メ
ッ

セ

や
歳
市

を

中
 

，
と

す

る

讣

方

が

歲

市

市

場

圏

力

成

立

.

す
る
の
：で
あ
っ
て
、
そ
の
«

り

で

農

村

都

市

よ
'^
ス

ど

も

ギ

世

的

な

首

罄

置

と

重

な

り

合

う

の

で

あ
 

る
。.
：
しI

農
村
f

l

廣

藤

淙

I

I

I

圏
は
，
首
都
市
場
圏
よ
ゥ
も
，

4

の
地
方
的
中
心
が
誕
生
■

i

l

l

ド
リ
キ
.

リ
.

ュ..ぶ

を
主
廣
'

V

.'
:

フ
霧
ク
フ
.，
ン 

ニ
ュ
'

ル
シ
ベ
ル
グ
、
ネ
ル

.

ド
リ
ン
ゲ
ン
等

5

 

メ
ッ
セ
の
興
隆
が
そ
の
証 

拠
で
t

と
し
て
い
，

售

I

照
-

と
め
^

的
市&

圈

家

れ

.た尨
..

の
，で
あ
る
こ
と
は
.
ネ
ル
；.ド
.リ
シ
.ゲ
シ
ー
の
.メ
ツ

老

ア

ム

マ

ン

の

研

究

に

も

示

さ

れ

て

い

る

。
す
な
.わ
ら 

へ
近
世
初
S

部
ド
イ
ッ
の
麋
村
都
市
、.
市
場
町
に
つ
い
て
㈡

、 

■ 

六
：
.(

乜
四
，

)



• 

六
六
.ス
七
：五
〇)

:

地

方

的

小

都

市

，で

.あ
々
、
こ
，の
内
に
ほ
ヘ
ッ
セ
ン
.
の

自

生

型

都

市

才

丨

，
バ

ー

ゥ

ル

，セ

ル

も

含

ま

レ
!？

政
る
。
ザ

•
' 

.

.

.

.

.

. 

.
.
.

 

. +■ 

.

■

• 

. 

•

 

.

.

.

.

.

. 

I

:タ
セ
：ン
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进
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方

間

め
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、
•称
に
エ 

:ル
_
:ッ
;0
4
地

地

：帯
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農

村

疋

業

都

市

-0
市

場

活

動

に

も

支

え

ら

：れ

た
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の

で

あ

：
：
っ
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：
_

.市

に

お

け̂
歳

市

：こ

そ
::
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'；
局

地

間

分

業

め
.進
展
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助
け
た
の
で
あ
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し
た
が
っ
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こ
れ
ら
の
都
市
の
歳
市
に
お

0
;て
は
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夫
々
の

特

産
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の

技

.
 

.場
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開
か
れ
た
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あ
っ
っ
て
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；
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四
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一
十
七
年
の

」

フ
ン〕

ア
：

ス
：；

へ

ル

：の
：
命

令
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样
、
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ぐ
り
漂
白
所
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連
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€
て
、
麻̂
糸
が
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一

年
中
-1
市
そ
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他
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，M

け

ら

れ

て

い

る

：
と

の

べ

Mら
れ

で

い

：
る

じ
'、
ま
た
麻
織
物
製
品
が
地
方
的
需
要
め
た
め

)

に
：も

歳

沛

で

.
販

売

さ

れ

て

い

.
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伝

'

■

い

名
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，
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：.；

ゾ
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齡

ハ
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ゴ
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し

M
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射
都
沛
の
市
場
関
係
客
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;̂

て

霍

：
ー
；
に

指

摘

す

べ

き

亡

と
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、：
局

地

票
*

の
担
;̂

手

を

歳

市
.に

つ

き

ず

、
む

し

：ろ

と

.汰
を
こ
え
て
、

か

わ

：ゆ

る

行

商

人

の

洁

^

1

:

:み
ら̂

る
こ
と
で
あ
る
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の
：行
商
人
.

に
つ
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；
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グ
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ド
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制
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る
新
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業
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た
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彼
浪
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達
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遵
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市
場
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れ

た

特

産
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X
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が
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:歳
沛
.の
.市
場
構
造
を
-
え
た
新
し
.か
地
域
的
、
' 
地

方

的

市

場

圈

の

形

成

；で

あ

る

。
' 
先
'̂

紹

介

し.た

ょ

ぅ̂

、
.ザ

ク
.セ

：ン

地

方

で

も
、
' 
こ

れ

ら

行

商 

人
0.

活

躍

は

断

胂

的

；な

が

ち

、

;*
!

ァ
家
畜
、\
麻
織
物
、:'
'
毛
織
物
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 ̂

北
ザ
ク
セ
ン
の
；農
村
都
市
ア
ィ
レ
ン 

フ
ル
ク
が
.約
.一
ー
百
戸
:0
&
_民
..の

内

七

入

，の

抒

商

人

汝

か

か
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^
^
 ̂

こ
れ
ら
.の
.行
商
人
は
グ
ラ
ッ
ド
マ
：ン
.の
ぃ
ぅ
よ
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に

:•

:間
凝
；に
生
產
者
:0
.'
#

任
.を
ぅ
け
：た
商
入
:̂
^

て
，
：̂

り
直
接
的
^
;爵
地
間
の
交
換
.を
媒
介
す
'る
^

く
る
農
村
都
市
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' 

.市
場
町
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.-
'
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6

行

商

人
.0

根
撖
她
と
な
.

る
の
で
あ
る
。
地
域
ぼ
若
千
異
名
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、
，同
じ
：中
独
の
.

：ハ.
ル
ッ
±

業
昽
带
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_
村
エ
業

.
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レ- 
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部
市
へ

ン
ネ
ツ
ゲ
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、シ

ュ

タ

ィ
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釘

製

^

^

木

エ

業

の

生

産

物

が

行

商

に

よ

^

て

販

壳

さ

れ

て

-̂

が
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こ
の
場
合
前
者
で
'
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職

人
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..見
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に

よ

り

、
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後
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は

親

方

ー
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婦
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.
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⑩
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翁
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潔
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。
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が
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^
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さ
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あ
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が
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、
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が
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れ
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。
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.
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摄
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|
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騷
|

象
は
、'
.先
^

^

ッ

セ
体

制

'
 

と
共
I

市
体
制
の
確
立
g

に
そ
の
発
生
璧
を
有
し
て
い
る
と
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範
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；
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が
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の
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と
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れ
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あ
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.
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設
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追
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营
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シ
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シ
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尾
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.
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て
く
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建
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危
機
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収
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ス
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彼
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。
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；
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.
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i
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摘
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萄
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範
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h
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。
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l
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。
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.

 

3
3

.

特

に

よ

そ

者

の

：農

民

と

共

に

よ

そ

者

の

行

商

人

$

|

6
1
1|

1
1が

指

摘
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搏
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あ
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れ
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。
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ク
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ッ
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は
鉱
山
業
労
働
者
十
万
人
と
み
た
が
"

ミ

ュ

ラ

は

ヴ

ァ

ィ

ス

バ

ッ

ハ
の
%

究
を
引
用
し
、
人

口

と 

し
て
耳
十
方
ス
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
，ミ
.ュ

ラー

は
土

ル
ッ
山
地
地
帯
は
鉱
山
業
の
衰
退
後
に
お
い
て
も
こ

れ
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の

人
口
を
養
っ
て
行
か
ね
ば
な

ら

な

か
っ
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と
い
っ
て
い
る
。
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S
a
c
h
s
e
n
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B
d
，

3
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ブ

ラ

シ

ュ

ヶ

は

そ

こ
.
で

鉱

山

都

市

は

そ

の

急

滿

な

繁

泶

の

_

に

'

小

都

市

で

_あ

0

て

も

下

級

裁

判

権

及

び

土

地

^
^
権
を
獲
得
し
た
と
し 

て

い

る

が

、
：■
が

；か

る

小

都

市

は

：鉱

山

都

市

以

外

に

は

み

ら

れ

な

い
.こ
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b
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販
売
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商
品
に

:
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:

ク
リ
ム
の
判
告
書
に
四
十
九
箇
所
、
ォー

ス
ト
リ
ァ
の
判
告
書
に
六
十一 .

筒
所
出
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
鍛
冶
.
屋
の
仕
事
は
蹄
鉄
、.
車
明
具
、
農
業
用
具
の
生
産 

ベ
，
が

修

理

作

業

と

共

に

言

及

さ

れ

て

^

：

そ
し
て
ォ
丨
ス
ト
リ
ア
で
も
鉄
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葡
萄
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物
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。
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業
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始
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し
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ラ
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エ
業
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業
、
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員
工
業
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の
諸
産
業
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隣
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し
.て
興
り
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に
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属
エ
業
と
繊
雜
エ
業
は
基
軸
で
あ
'つ
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山
地
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帯
の
繊
維
エ
業
が
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六
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に
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ソ
ゲ
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ェ
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.じ
，.た
の
汰
、
'金
舞

^

ぅ

.か
。A

.

 

K
u
n
z
e
,
。a. 

a. 

o
j
.
s
s
.

 

9
:?
_

'

ベ
"

(

66
.

)

 

.
.
'
p

. .
.
H
a
p
p
a
c
h
,
o
i
e
.
,
c
h
e
n
m
i
t
z
e
r
.
.
a
m
w
e
l
t

 .des... Dr.. Georgilis.;. Agricols,,.. 

..stmuss,’
，，K

e
m
p
n
i
t
z

,-
i
,
 

z
e
i
ct
-

o

w

.

Q'§
ョ 

Agricolas, 

1
9
500
,
'
s
. 5
3.「

松
尾
封
建
的
危

,
の
経
済
的
基
礎」

六
十
八
：頁
ょ
'り
引

用

'9
そ

れ

に

，
ょ.^ :
ば
十
五
世
紀
末
に
ヶ
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後
に
み
る
よ
う
に
、
農
村
都
市
の
中
世
都
市
化
も
、
単
に
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
な
不
均
等
発
展

|

般
か
ら
で
は
な
く
、
'む
し
ろ
地
方
的
.
地
域
的
市
場
圏 

‘
の
結
節
点
と
し
て
の
農
村
都
市
の
存
在

(

局
地
間
分
業
の
担
い
手

)

そ
の
も
の
：か
ら■説明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

'
逆
に
こ
の
現
象
の
欠
如
，し
て
い
る
地
域
で 

，
は
，
か
か
る
都
市
的
定
住
も
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
余
り
狭
い
局
地
的
市
場
圈
の
理
解
や
局
地
内
交
換
の
過
大
視
は
ノ
不
均
等
発
展
の
具
体
的
契 

■機
を
見
逃
が
す
こ
と
に
な
る
ば
か
り
か
、
近
世
的
都
市
体
制
と
近
代
都
市
体
制
の
同
一
視
と

.い
う
非
段
階
論
的
把
握
に
ま
で
行

‘き
づ
く
の
で
あ
る
。
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例
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英

国

や

フ
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あ

〜
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国

内

市

場

の
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に
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国
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が

均

衡

的

に
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両
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で
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、

こ
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ら

の

対
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因

は
 

明
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.
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ラ

ス

に

が

ポ

し

た
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で

あ

り

、
.
ド

ィ
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国
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近
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初
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陸

商

業

©

発
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合
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た
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だ
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.れ
、
.
..^

.
^
h
u
f

 

f
a
. 

p

p

s.. 125
,

で
水
車
の
存
在
を
確
か

め

ぅ

る
。

，

.

■

 

•

TO.

8 9
.

)

 

I
b
i
d
.
,

 

s
.

 

3
6

4
.

ふ

(

90) 

Ibid., 

S. 

2
9
2
'

 

•

(

91) 

H
.

 

p
^
n
a
d
v

 a. 

a. 

o
.
,
s
.

 

4
9
. 

,

(

9 2) 

E
.

 

ょ
り
作
成
。
但
し
夫
々
の
都
市
の
基
軸
産
業
は
除
い
て
あ
る
。
な
お
こ
の
史
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。
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萄
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、
牛
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牡
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等
の
家
畜
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を
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ら
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こ
の
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方
の
都
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樣
町
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英
国
に
お
い
て
も
米
川
氏

.の
指
摘
す
る
ょ
ぅ
に
農
村
市
場
の
.
.斯
¥
如
に
伴
い
、
具
体
的
農
村
市
場
の
後
退
が
大
幅
に
起
っ
て
い
る
し
、
絶
対
王
政
下
で 

は
计
場
町
の
週
市
へ
の
商
品
取
引
の
集
中
が
意
図
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
：週
市
体
制
の
確
立
の
.み
ら
れ
る
地
方
で
は
、
む
し
ろ
近
代
化
は
問
屋
制
耍
制
の
方 

向
へ
歪
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
確
立
の
未
熟
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方
こ
そ
货
代
都
市
へ
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む
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で
あ
っ
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、
独
で
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ヴ
ヱ
ス

ト

フ

ァ
ー
レ
ン
、
ラ
ィ
.ン
ラ 

ン
ド
に
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ら
れ
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の
で
あ
る
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あ
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